
５年（令和９年３月31日まで）原議保存期間

一種（令和９年３月31日まで）有 効 期 間

警察庁丁保発第25号、丁人発第24号各管区警察局広域調整担当部長

丁備二発第18号、丁会発第73号警 視 庁 生 活 安 全 部 長

丁生企発第64号、丁組企発第12号警 視 庁 警 務 部 長

丁交企発第19号、丁交指発第12号警 視 庁 警 備 部 長

警 視 庁 総 務 部 長 令 和 ４ 年 １ 月 2 7 日
殿

警視庁組織犯罪対策部長 警察庁生活安全局保安課長

警 視 庁 交 通 部 長 警察庁長官官房人事課長

警察庁警備局警備運用部警備第二課長各 道 府 県 警 察 本 部 長

（参考送付先） 警察庁長官官房会計課長

警察庁生活安全局生活安全企画課長警察大学校生活安全教養部長

警察庁刑事局組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課長警察大学校警務教養部長

警察大学校警備教養部長 警察庁交通局交通企画課長

警察大学校組織犯罪対策教養部長 警察庁交通局交通指導課長

警察大学校交通教養部長

各 管 区 警 察 学 校 長

銃砲刀剣類所持等取締法施行規則の一部を改正する内閣府令、猟銃及び空気銃

の取扱いに関する講習会及び年少射撃資格の認定のための講習会の開催に関す

る事務の一部を行わせることができる者の指定に関する規則等の一部を改正す

る規則等の公布について（通達）

銃砲刀剣類所持等取締法施行規則の一部を改正する内閣府令（令和４年内閣府令第

４号。以下「改正府令」という （官報の写し：別添１、新旧対照条文：別添２ 、。） ）

猟銃及び空気銃の取扱いに関する講習会及び年少射撃資格の認定のための講習会の開

催に関する事務の一部を行わせることができる者の指定に関する規則等の一部を改正

する規則（令和４年国家公安委員会規則第２号。以下「改正規則」という （官報。）

の写し：別添３、新旧対照条文：別添４）及び銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係国家公安委員会規則の整理に関する規則（令和４年国家公

安委員会規則第３号 （官報の写し：別添５、新旧対照条文：別添６）が本日公布さ）

れ、令和４年３月15日から施行されることとなった。その趣旨等は下記のとおりであ

るので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

なお、以下この通達において、銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律（令

和３年法律第69号）を「改正法」と、改正法による改正後の銃砲刀剣類所持等取締法

（昭和33年法律第６号）を「法」と、改正府令による改正後の銃砲刀剣類所持等取締

法施行規則（昭和33年総理府令第16号）を「府令」という。



記

第１ 改正府令関係

１ クロスボウの特性を踏まえた規定の整備

(1) クロスボウが発射する矢の運動エネルギーに係る規定の整備

「 」 、クロスボウが発射する矢の運動エネルギーの値の 測定の方法 について

矢の速さ及び質量の測定値に基づき算出することとし、規制の対象となるク

ロスボウの威力の下限値である「人の生命に危険を及ぼし得る矢の運動エネ

とした （府令第３条の２及び第３条のルギーの値」について、6.0ジュール 。

３関係）

(2) 表示措置に係る規定の整備

所持許可を受けたクロスボウに当該許可に係るものであることを「表示す

るための措置」について、クロスボウ番号標を当該クロスボウの側面に容易

に剝がれないように、かつ、見やすいように貼り付けることとした （府令第。

18条の２関係）

(3) クロスボウ射撃指導員の基準に係る規定の整備

「クロスボウ射撃指導員の基準」について、クロスボウに関する法令を遵

守し、相当な人格識見を有する者であること、所持許可を受けてクロスボウ

を２年以上継続して所持している者であること等とした （府令第42条の２関。

係）

(4) クロスボウで射撃をすることができる危害予防上必要な措置が執られている

場所に係る規定の整備

クロスボウで射撃をすることができる「危害予防上必要な措置が執られて

いる場所」について、危険区域について正当な権原に基づいて関係者以外の

。者が立ち入ることが禁止されていること等の措置が執られている場所とした

（府令第82条の４関係）

(5) クロスボウの保管の設備及び方法の基準に係る規定の整備

クロスボウの「保管の設備及び方法の基準」について 「保管の設備」の基、

準は、金属製ロッカーその他容易に破壊することができない構造を有するも

のであること等の要件を備えていることとし 「保管の方法」の基準は 「保、 、

管の設備」の基準を満たす設備に確実に施錠して保管すること等の要件に該

当することとした （府令第83条の２及び第91条の２関係）。

２ クロスボウについて銃砲と同様の取扱いとする規定の整備

クロスボウについて銃砲と同様の取扱いとするため、所要の規定を整備した。

（府令第４条、第５条、第９条、第10条、第11条、第16条、第17条、第20条、第

21条、第22条、第31条、第32条、第33条、第34条、第35条、第36条、第38条、第

39条、第43条、第44条、第45条、第46条、第82条の２、第82条の３、第90条、第

、 、 、 、 、 、 、 、 、92条 第93条 第95条 第97条 第98条 第107条 第108条 第110条 第112条



第113条、第114条、第115条及び第117条関係）

３ 経過措置に関する既定の整備

(1) 騒乱時の仮領置に係る手続に関する経過措置

改正法附則第２条第３項においては、危害予防上の観点から、法第26条を準

用し、都道府県公安委員会は、災害、騒乱等の事態に際し、特定クロスボウの

運搬又は携帯について禁止し又は制限できることとするとともに、特定クロス

ボウの提出を命じ、提出された特定クロスボウを仮領置することができること

としているところ、法第26条第２項に規定する仮領置に係る内閣府令で定める

手続は府令第38条に規定されており、特定クロスボウの仮領置に係る手続につ

いても同条の規定を準用することとする経過措置を設けた （府令附則第２条。

関係）

(2) 仮領置されている特定クロスボウに係る返還の申請手続に関する経過措置

改正法附則第３条第５項においては、特定クロスボウ所持者が経過期間内に

特定クロスボウについて所持許可の申請をし、その後当該申請について不許可

の処分がなされた場合には、銃砲刀剣類の所持許可が取り消された場合の仮領

置の規定（法第11条第９項及び第10項）を準用し、都道府県公安委員会が当該

申請者に対して当該特定クロスボウの提出を命じ、提出された当該特定クロス

ボウを仮領置することができることとしているところ、取消処分を受けた者か

ら売渡し、贈与、返還等を受けた者による返還の申請に係る法第11条第10項に

規定する内閣府令で定める手続は府令第40条に規定されており、特定クロスボ

ウについて不許可処分を受けた者から売渡し等を受けた者による返還の申請手

続についても同条の規定を準用することとする経過措置を設けた （府令附則。

第３条関係）

(3) クロスボウ射撃指導員の基準に関する経過措置

クロスボウ射撃指導員の基準は府令第42条の２に規定されるところ、施行日

から起算して２年を経過するまでの間であってもクロスボウ射撃指導員の指定

が可能となるよう、所要の経過措置を設けた （府令附則第４条関係）。

(4) 保管の設備及び方法の基準に関する経過措置

経過期間（特定クロスボウ所持者が経過期間内に所持許可の申請等をしたと

きは当該申請等をした時までの間）は、特定クロスボウに係る保管の設備及び

、 、方法の基準について 錠を備えている居室その他の設備において確実に施錠し

かつ、クロスボウに覆いをかぶせるなど管理上支障のないようにして保管する

こととする経過措置を設けた （府令附則第５条関係）。

また、経過期間内に所持許可の申請を行った場合には、その処分が行われる

までの間の保管の設備及び方法についても同様とすることとした （府令附則。

第６条関係）

(5) 特定クロスボウの譲渡時の確認方法に関する経過措置



改正法附則第２条第３項においては、特定クロスボウを経過期間中に譲り渡

す場合について、法第21条の２第２項を読み替えて準用し、その譲受人又は借

受人（以下「譲受人等」という ）が。

○ 法第３条第１項第２号の２に掲げる者（クロスボウの管理に係る職務を

行う国若しくは地方公共団体の職員）

○ 法第３条第１項第14号に掲げる者（クロスボウ販売事業者）

○ 特定クロスボウについて輸出若しくは廃棄の取扱いを委託された者

に該当することを確認しなければならないこととしているところ、法第21条の

２第２項に規定する内閣府令で定める確認の方法は府令第98条に規定されてお

り、特定クロスボウに係る確認の方法についても同条の規定を準用することと

する経過措置を設けた （府令附則第７条関係）。

(6) 様式に関する経過措置

改正府令による改正前の銃砲刀剣類所持等取締法施行規則に規定する書面に

ついては、府令に規定する様式にかかわらず、当分の間、なおこれを使用する

ことができることとする経過措置を設けた （府令附則第８条関係）。

４ その他所要の規定の整備

改正法において「けん銃」を「拳銃」に 「射撃指導員」を「猟銃等射撃指導、

員」に改めたこと、法第11条において項ずれが生じたこと等に伴い、所要の改正

を行った。

第２ 改正規則関係

１ 猟銃及び空気銃の取扱いに関する講習会及び年少射撃資格の認定のための講習

会の開催に関する事務の一部を行わせることができる者の指定に関する規則の一

部改正関係

クロスボウの取扱いに関する講習会の開催に関する事務の一部を行わせること

ができる者の指定の基準等を定めた （改正規則第１条関係）。

２ 警察官等けん銃使用及び取扱い規範の一部改正関係

警察官の武器使用について定めた警察官職務執行法（昭和23年法律第136号）

第７条に規定する「死刑又は無期若しくは長期三年以上の懲役若しくは禁こにあ
、

たる兇悪な罪」の例示にクロスボウを違法に所持して携帯するものを追加したほ

か 「けん銃」を「拳銃」に改めるなど所要の改正を行った （改正規則第２条、 。

関係）

３ 警察官等特殊銃使用及び取扱い規範の一部改正関係

条文中に引用している「警察官等けん銃使用及び取扱い規範」の表記を改める

など所要の改正を行った （改正規則第３条関係）。

４ 警察官の服制に関する規則の一部改正関係

条文中に引用している「警察官等けん銃使用及び取扱い規範」の表記を改める

など所要の改正を行った （改正規則附則第４条関係）。



第３ 銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律の施行に伴う関係国家公安委員

会規則の整理に関する規則関係

改正法において罰則の規定振りを改めたことに伴い、暴力的不法行為等として

当該罰則規定を引用する以下の国家公安委員会規則について 「第三十一条の十、

八第一号若しくは第三号」とあるのを「第三十一条の十八第一項若しくは第二項

第二号」と改める改正を行った。

○ 警備業の要件に関する規則（昭和58年国家公安委員会規則第１号）

○ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行規則（昭和60年国家

公安委員会規則第１号）

○ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律施行規則（平成３年国家公

安委員会規則第４号）

○ 暴力的不法行為その他の罪に当たる違法な行為を定める規則（平成３年国家

公安委員会規則第８号）

○ 古物営業法施行規則（平成７年国家公安委員会規則第10号）

○ 国家公安委員会関係自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律施行規則

（平成14年国家公安委員会規則第11号）

（ ）○ 確認事務の委託の手続等に関する規則 平成16年国家公安委員会規則第23号



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
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す
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十
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閣
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理
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臣

岸
田

文
雄



別添１



銃
砲
刀
剣
類
所
持
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取
締
法
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行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
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閣
府
令

銃
砲
刀
剣
類
所
持
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取
締
法
施
行
規
則
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昭
和
三
十
三
年
総
理
府
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分（﹇

﹈
で
注
記
し
た
項
番
号
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
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当
該
対
象
規
定
を
改
正
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掲
げ
る
も
の
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よ
う
に
改

め
、
そ
の
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記
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異
な
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改
正
前
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掲
げ
る
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象
規
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を
改
正
後
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掲
げ
る
対
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規
定
と
し
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移
動
し
、
改
正
後
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に
掲
げ
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対
象
規
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で
改
正
前
欄
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に
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応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
れ
を
加
え
る
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改

正

後

改

正

前

（
届
出
及
び
申
請
の
手
続
）

（
届
出
及
び
申
請
の
手
続
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
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同
上
﹈

２

前
項
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規
定
す
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書
、
申
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そ
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提
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す
べ
き
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等
の
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は
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こ
の
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令
に
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す
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部
数
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範
囲
内
で
都
道
府
県
公
安
委
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が
定
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る
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と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
掲
げ
る
届
出
書
、
申
請
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そ
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他
提
出
す
べ
き
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類
等
の
部
数
は
、
こ
の
府
令
に
規
定
す
る
部
数
の

範
囲
内
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
の
測
定
の
方
法
）

第
三
条
の
二

法
第
三
条
第
一
項
の
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閣
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令
で
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る
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の
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エ
ネ
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次
に
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げ
る

も
の
に
基
づ
き
算
出
す
る
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と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

水
平
方
向
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発
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さ
れ
た
矢
が
そ
の
軌
道
の
上
に
お
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
装
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さ
れ
た
と
き
の
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該
矢
の

先
端
か
ら
水
平
距
離
で
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点
と
一
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
点
と
の
間
を
移
動
す

る
速
さ
を
測
定
し
た
と
き
に
お
け
る
測
定
値

二

矢
の
質
量
の
測
定
値

（
人
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
得
る
矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
）

第
三
条
の
三

矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
法
第
三
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
値
は
、六
・
〇
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
捕
鯨
用
標
識
銃
製
造
業
等
の
届
出
の
手
続
）

（
捕
鯨
用
標
識
銃
製
造
業
等
の
届
出
の
手
続
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
又
は
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う

と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

（
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
の
届
出
の
手
続
）

（
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
の
届
出
の
手
続
）

第
五
条

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第

二
号
の
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
届
出
書
を
住
所
地
（
法
人
の
代
表
者
又
は
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従

業
者
で
、
そ
の
法
人
の
業
務
の
た
め
の
所
持
に
つ
い
て
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
号
の
二
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
管
轄
す

る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第

二
号
の
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
届
出
書
を
住
所
地
（
法
人
の
代
表
者
又
は
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従

業
者
で
、
そ
の
法
人
の
業
務
の
た
め
の
所
持
に
つ
い
て
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け

た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安

委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
拳
銃
実
包
）

（
け
ん
銃
実
包
）

第
七
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
拳
銃
実
包
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
け
ん
銃
実
包
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

（
発
射
の
禁
止
に
係
る
規
定
の
適
用
が
な
い
射
撃
場
）

（
発
射
の
禁
止
に
係
る
規
定
の
適
用
が
な
い
射
撃
場
）

第
八
条

法
第
三
条
の
十
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
射
撃
場
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
八
条

法
第
三
条
の
十
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
射
撃
場
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
と
し
て
指
定
さ
れ
た
射
撃
場
（
拳
銃
を
用
い
て
射
撃

を
行
う
も
の
に
限
る
。）

一

法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
と
し
て
指
定
さ
れ
た
射
撃
場
（
け
ん
銃
を
用
い
て
射

撃
を
行
う
も
の
に
限
る
。）
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二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
所
持
に
係
る
拳
銃
等
（
法
第
三
条
の
四
の
拳
銃
等

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
用
い
て
行
う
射
撃
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
所
持
に
係
る
け
ん
銃
等
（
法
第
三
条
の
四
の
け
ん

銃
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
用
い
て
行
う
射
撃
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設

イ

法
令
に
基
づ
き
職
務
の
た
め
拳
銃
等
を
所
持
す
る
者

イ

法
令
に
基
づ
き
職
務
の
た
め
け
ん
銃
等
を
所
持
す
る
者

ロ

試
験
又
は
研
究
の
た
め
拳
銃
等
を
所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

ロ

試
験
又
は
研
究
の
た
め
け
ん
銃
等
を
所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

ハ

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
拳
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者

ハ

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者

ニ

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
武
器
製
造
事
業
者
又
は
同
法
第
四
条
た
だ

し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
製
造
（
改
造
及
び
修
理
を
含
む
。）に
係
る
拳
銃
等
を
業
務
の

た
め
所
持
す
る
も
の
（
当
該
所
持
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
七
号

に
定
め
る
場
合
に
含
ま
れ
る
所
持
を
含
む
。）

ニ

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
武
器
製
造
事
業
者
又
は
同
法
第
四
条
た
だ

し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
製
造
（
改
造
及
び
修
理
を
含
む
。）に
係
る
け
ん
銃
等
を
業
務

の
た
め
所
持
す
る
も
の
（
当
該
所
持
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
七

号
に
定
め
る
場
合
に
含
ま
れ
る
所
持
を
含
む
。）

（
申
請
書
の
様
式
等
）

（
申
請
書
の
様
式
等
）

第
九
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条

の
五
第
四
項
、
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
者
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
申
請
書
を

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条

の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
者
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
申
請
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

一
の
二

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

別
記
様
式
第
六
号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
申
請

書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
二
〜
四

略
﹈

﹇
二
〜
四

同
上
﹈

四
の
二

法
第
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の

許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

別
記
様
式
第
九
号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
更
新
申
請
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
五
・
六

略
﹈

﹇
五
・
六

同
上
﹈

七

法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格

（
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
資
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

別
記
様
式
第
十
一
号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
申
請
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

（
申
請
書
に
添
付
す
る
医
師
の
診
断
書
）

（
申
請
書
に
添
付
す
る
医
師
の
診
断
書
）

第
十
条

法
第
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
、
第

九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要

件
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第

四
号
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

第
十
条

法
第
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び

第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四

号
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
十
一
条

法
第
四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九

条
の
五
第
四
項
、
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
一
条

法
第
四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九

条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
内
閣

府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
譲
渡

人
若
し
く
は
貸
付
人
が
作
成
し
た
別
記
様
式
第
十
二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
（
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
ま
で

に
譲
渡
人
又
は
貸
付
人
が
定
ま
つ
て
い
な
い
申
請
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。）又
は
相
続
、
発
見
そ
の
他
当
該

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類

一

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
譲
渡

人
若
し
く
は
貸
付
人
が
作
成
し
た
別
記
様
式
第
十
二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
（
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
ま
で

に
譲
渡
人
又
は
貸
付
人
が
定
ま
つ
て
い
な
い
申
請
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。）又
は
相
続
、
発
見
そ
の
他
当
該

銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
、
法
第
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、

法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
法
第
九

条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
別

記
様
式
第
十
三
号
の
同
居
親
族
書
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
に
該
当
し
な
い

旨
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）の
長
の
証
明
書

二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
、
法
第
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又

は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
の
同
居
親
族
書
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
に
該
当

し
な
い
旨
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）の
長
の
証
明
書

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
、
法
第
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
、
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
別
表
第
一
に
規
定
す
る
書
類

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
、
法
第
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

つ
い
て
は
、
別
表
第
一
に
規
定
す
る
書
類

四

前
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た
め
ラ
イ
フ
ル
銃
を
所
持
し
よ

う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
継
続
し
て
十
年
以
上
法
第
四
条

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
書
類

四

前
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た
め
ラ
イ
フ
ル
銃
を
所
持
し
よ

う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
書
類

﹇
五
〜
十

略
﹈

﹇
五
〜
十

同
上
﹈

十
一

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
の
二
又
は
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項

に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書

十
一

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
医
師

の
診
断
書

﹇
十
二
・
十
三

略
﹈

﹇
十
二
・
十
三

同
上
﹈

十
四

法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
演
劇
、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
能
の
公

演
又
は
博
覧
会
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
催
し
の
名
称
、
主
催
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
概
要
、
開
催
の
日
時
及

び
場
所
並
び
に
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
及
び
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
よ

う
と
す
る
理
由（
所
持
し
よ
う
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）

を
記
載
し
た
書
類

十
四

法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
演
劇
、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
能
の
公

演
又
は
博
覧
会
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
催
し
の
名
称
、
主
催
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
概
要
、
開
催
の
日
時
及

び
場
所
並
び
に
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
及
び
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と

す
る
理
由
（
所
持
し
よ
う
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）を

記
載
し
た
書
類

十
五

法
第
四
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
の
名
称
、

所
在
地
、
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
を
記
載
し
た
書
類

十
五

法
第
四
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
の
名
称
、

所
在
地
、
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
を
記
載
し
た
書
類

十
六

﹇
略
﹈

十
六

﹇
同
上
﹈

十
七

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ

い
て
は
、
申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
同
意
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

２

同
時
に
複
数
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
申

請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類

に
あ
つ
て
は
、
申
請
人
の
写
真
を
除
く
。）の
う
ち
、
同
一
の
内
容
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
一
の

内
容
と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
一
を
こ
れ
ら
の
申
請
書
の
い
ず
れ
か
一
に
添
付
す
れ
ば
足
り
る
。

２

同
時
に
複
数
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
申

請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

に
あ
つ
て
は
、
申
請
人
の
写
真
を
除
く
。）の
う
ち
、
同
一
の
内
容
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
一
の

内
容
と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
一
を
こ
れ
ら
の
申
請
書
の
い
ず
れ
か
一
に
添
付
す
れ
ば
足
り
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



３

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
（
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び

経
歴
書
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載

し
て
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

﹇
同
上
﹈

一

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、

当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
若

し
く
は
空
気
銃
の
許
可
若
し
く
は
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
の
許
可
の

更
新
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
受

け
る
場
合
を
除
く
。）又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
（
空
気
拳
銃
を
除
く
。）の
射
撃
練

習
を
行
う
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

一

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、
当
該
許
可

に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
法

第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。）又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
空
気
銃
（
空
気
拳
銃
を
除
く
。）の
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

一
の
二

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、

当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
許
可
若
し
く
は
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
許
可
の
更
新
に
係
る
申
請
書

を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。）

又
は
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る

場
合

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

四

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、
当

該
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

４

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を

受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

二

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
ク
ロ
ス

ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

（
認
知
機
能
検
査
の
実
施
期
間
等
）

（
認
知
機
能
検
査
の
実
施
期
間
等
）

第
十
六
条

﹇
略
﹈

第
十
六
条

﹇
同
上
﹈

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五

号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
検
査
を
受
け
た
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
提
示
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
者
に
つ
い
て
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五

号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
検
査
を
受
け
た
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
提
示
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
者
に
つ
い
て
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

一

法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
、
ク

ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
日
以
後

一

法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
を
提

出
し
た
日
以
後

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

（
確
認
の
手
続
）

（
確
認
の
手
続
）

第
十
七
条

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
当
該
許
可
証
と
共
に
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
申
請
人
に
該
当
し
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許

可
申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
申
請
書
に
譲
渡
等
承
諾
書
を
添
え
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第

十
二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の

確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
当
該
許
可
証
と
と
も
に
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
申
請
人
に
該
当
し
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
申

請
書
に
譲
渡
等
承
諾
書
を
添
え
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
等
の
提

出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
の
提
出
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲
等

当
該
銃
砲
等
の
写
真

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲

当
該
銃
砲
の
写
真

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

（
表
示
措
置
命
令
）

第
十
八
条
の
二

法
第
四
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
に
当
該
許
可
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
ご
と
に
付
し
た
番
号
又
は
記
号
を
表
示
し
た
標
示
物
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
」
と
い
う
。）を
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
側
面
に
容
易
に
剝
が
れ
な
い

よ
う
に
、
か
つ
、
見
や
す
い
よ
う
に
貼
り
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

法
第
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、

別
記
様
式
第
十
八
号
の
二
の
表
示
措
置
命
令
書
及
び
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
を
亡
失
し
、

滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
受
講
の
申
込
み
）

（
猟
銃
等
講
習
会
）

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
講
習
会
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
の
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該
申
込
人
の
写
真
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
講
習
会
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
の
猟
銃

等
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該
申
込
人
の
写
真
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二

十
号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換

え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換
申
請
書
に
当
該
講
習
修
了

証
明
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換
申
請
書
に
当
該
講
習
修
了
証
明
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を

添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式

第
二
十
二
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
証
の
様
式
）

（
許
可
証
の
様
式
）

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
又
は
第
二
十
九
号
の
二
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規

定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
号
、
第
三
十
号
の
二
又
は
第
三
十
一
号
、
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
、
第
三
十
二
号
の
二
又
は
第
三
十
三

号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
号
又
は
第
三
十
一
号
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。
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（
許
可
証
の
書
換
え
の
申
請
）

（
許
可
証
の
書
換
え
の
申
請
）

第
三
十
二
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三

十
四
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
許

可
証
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三

十
四
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
許
可
証
を

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
三
十
三
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三

十
五
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
（
法
第
六
条
の
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、

現
在
地
）
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号（
空

気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
人
の
写
真
二
枚

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三

十
五
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
（
法
第
六
条
の
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、現
在
地
）

又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
（
空
気
拳
銃

に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
人
の
写
真
二
枚
を
添
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
手
続
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
手
続
）

第
三
十
四
条

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
等
所
持
許
可
更
新
申
請
書
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ

所
持
許
可
更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
二
月
前
か

ら
一
月
前
ま
で
の
間
（
以
下
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。）に
、
こ
の
申
請
書
を
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃
若
し

く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
と
共
に
提
出
（
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
つ
い
て
は
、提
示
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
、
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
更
新
申
請
期
間
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
て
、

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
等
所
持
許
可
更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許

可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
二
月
前
か
ら
一
月
前
ま
で
の
間
（
以
下
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。）に
、

こ
の
申
請
書
を
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
と
と
も
に
提
出
（
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
つ
い
て
は
提
示
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
、
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
、
更
新
申
請
期
間
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
て
、

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
た
な
許
可
証
の
交
付
）

（
新
た
な
許
可
証
の
交
付
）

第
三
十
五
条

﹇
略
﹈

第
三
十
五
条

﹇
同
上
﹈

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け

て
い
る
者
が
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
の
そ
の
者
の
三
回
目
の
誕
生
日
を
経
過
し
た

後
に
最
初
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
又
は
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
者
が
現
に
有
す
る
許
可
証
と
引
換
え
に
新
た
な
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

３

前
二
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
許
可
又
は
許
可
の
更
新
の
申
請
の
際
に
本
人
の
写
真
二
枚
を
住
所
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
許
可
又
は
許
可
の
更
新
の
申
請
の
際
に
本
人
の
写
真
二
枚
を
住
所
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
等
の
返
納
の
手
続
）

（
許
可
証
等
の
返
納
の
手
続
）

第
三
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
九
条

の
五
第
三
項
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
許
可
証
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定

証
）
又
は
教
習
資
格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
練
習
資
格
認
定

証
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
）
を
返

納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
六
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
等
返
納
届
出
書
に
当
該

許
可
証
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は

教
習
資
格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
練
習
資
格
認
定
証
、
法
第

九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
）
を
添
え
て
、
住

所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
許
可
が
失
効
し
た
こ
と
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
譲
受
人
の
譲
受
書
等
当

該
許
可
が
失
効
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
九
条

の
五
第
三
項
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
許
可
証
（
法
第
九

条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資
格
認
定
証

（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
練
習
資
格
認
定
証
）
を
返
納
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
六
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
等
返
納
届
出
書
に
当
該
許
可
証
（
法
第
九
条
の

十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資
格
認
定
証
（
法

第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
練
習
資
格
認
定
証
）
を
添
え
て
、
住
所
地
又
は

法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
許
可
が
失
効
し
た
こ
と
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
譲
受
人
の
譲
受
書
等
当
該
許
可
が

失
効
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
仮
領
置
書
）

（
仮
領
置
書
）

第
三
十
八
条

法
第
八
条
第
七
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第

十
一
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
号
の
仮
領
置
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
が
法
第
十
三
条

の
三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
十
六
条
に
規
定
す
る
保
管

書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
保
管
書
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条

法
第
八
条
第
七
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第

十
一
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
号
の
仮
領
置
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
が
法
第
十
三
条
の

三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
十
六
条
に
規
定
す
る
保
管
書

の
交
付
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
保
管
書
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

第
三
十
九
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第

十
一
条
第
十
項
又
は
第
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式

第
三
十
九
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
返
還
申
請
書
を
当
該
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
保
管
す

る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
者
が
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
受
け
た
者

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第

十
一
条
第
九
項
又
は
第
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式

第
三
十
九
号
の
銃
砲
刀
剣
類
返
還
申
請
書
を
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
保
管
す
る
都
道
府

県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が

仮
領
置
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃

砲
等
又
は
刀
剣
類
返
還
申
請
書
に
、
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
た
者
か
ら
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還

等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃

砲
刀
剣
類
返
還
申
請
書
に
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
た
者
か
ら
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明

す
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
添
え
て
、
当
該

銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
適
法
に
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
添
え
て
、
当
該

銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
け
ん
銃
部
品
を
適
法
に
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十

一
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
、
第
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第

二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
は
、
仮
領
置
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十
号
の
受
領
書
と
引
換
え
に
行
う

も
の
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十

一
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
、
第
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二

十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
は
、
仮
領
置
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十
号
の
受
領
書
と
引
換
え
に
行
う
も

の
と
す
る
。

（
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

（
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

第
四
十
一
条

法
第
八
条
第
九
項
（
法
第
八
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
八
第
五
項
、
第
九
条
の
十
二
第
四
項
、

第
十
一
条
第
十
二
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
売
却
し

た
代
金
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
仮
領
置
書
及
び
代
金
領
収
書
と
引
換
え
に
代
金
明
細
書
を
交
付
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条

法
第
八
条
第
九
項
（
法
第
八
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
八
第
五
項
、
第
九
条
の
十
二
第
四
項
、

第
十
一
条
第
十
一
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
売
却
し

た
代
金
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
仮
領
置
書
及
び
代
金
領
収
書
と
引
換
え
に
代
金
明
細
書
を
交
付
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

（
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

（
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

第
四
十
二
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
四
十
二
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

銃
砲
、
火
薬
類
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
と
し
て
相
当
な
人
格
識
見
を

有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

銃
砲
、
火
薬
類
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
射
撃
指
導
員
と
し
て
相
当
な
人
格
識
見
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
。

﹇
三
〜
五

略
﹈

﹇
三
〜
五

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈
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（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

第
四
十
二
条
の
二

法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
と
し
て
相
当
な
人
格
識
見
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
二
年
以
上

継
続
し
て
所
持
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
に
関
す
る
法
令
及
び
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
相
当
な

知
識
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
操
作
及
び
射
撃
に
つ
い
て
、
相
当
に
習
熟
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
申
請
の
手
続
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
申
請
の
手
続
）

第
四
十
三
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定
又
は
法
第
九
条
の
三
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
号
の

射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
推
薦
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様

式
第
四
十
一
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を
受
け
た
者
は
、
前
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
推
薦
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
）

第
四
十
四
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定
又
は
法
第
九
条
の
三
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
定
は
、
別
記
様
式
第
四
十
二
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を

交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
は
、
別
記
様
式
第
四
十
二
号
の
射
撃

指
導
員
指
定
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
）

第
四
十
五
条

法
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
又
は
法
第
九
条
の
三

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
は
、
別
記
様
式
第
四
十
三
号
の
射
撃
指

導
員
指
定
解
除
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
五
条

法
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
は
、
別
記
様
式
第
四
十
三
号

の
射
撃
指
導
員
指
定
解
除
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
射
撃
指
導
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

（
射
撃
指
導
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
六
条

猟
銃
等
射
撃
指
導
員
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
三
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請

書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
四
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
記

載
事
項
変
更
届
出
書
に
当
該
射
撃
指
導
員
指
定
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
速
や
か
に
そ
の
者
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
三
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
四
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
記
載
事
項
変
更
届
出
書
に
当
該
射
撃
指
導

員
指
定
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
速
や
か
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

猟
銃
等
射
撃
指
導
員
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
四
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を
亡
失
し
、

滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
交
付
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
そ
の
再
交
付
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
四
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場

合
は
、
こ
れ
を
交
付
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
七
十
六
条

法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
添
付
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
七
十
六
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
猟

銃
等
射
撃
指
導
員
の
同
意
書

四

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射

撃
指
導
員
の
同
意
書

２

法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

﹇
同
上
﹈

一

第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書

一

第
八
十
一
条
に
掲
げ
る
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
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二

次
条
に
規
定
す
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

二

次
条
に
掲
げ
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
猟
銃
等

射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃
指

導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と

あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業

場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第

四
号
（
空
気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
あ

る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の

は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所

在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号（
空

気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」と
あ
る
の
は「
都

道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
様
式
）

第
八
十
二
条
の
二

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
は
、
別
記
様
式
第
六
十
九
号
の

二
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
八
十
二
条
の
三

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条

の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
）

第
八
十
二
条
の
四

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
の
い

ず
れ
も
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条

銃
砲
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及
び
空
気
銃
以
外
の
銃
砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

種
類
及
び
許
可
の
用
途
に
応
じ
適
切
な
設
備
及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
三
条

法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。た
だ
し
、

保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及
び
空
気
銃
以
外
の
銃
砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
許
可
の
用
途

に
応
じ
適
切
な
設
備
及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条
の
二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
前
号
の
保
管
の
設
備
に
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

ロ

前
号
の
保
管
の
設
備
を
常
に
点
検
し
、
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
す
る
こ
と
。
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（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
の
保
管
の
方
法
等
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
方
法
等
）

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
の
保
管
の
委
託
を
受
け

た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
委
託

を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常
に
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

置
く
こ
と
。

二

け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常
に
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
置
く
こ
と
。

﹇
三
・
四

略
﹈

﹇
三
・
四

同
上
﹈

（
保
管
業
の
届
出
）

（
猟
銃
等
保
管
業
の
届
出
）

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
又
は
第
十
条
の
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届

け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
保
管
業
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記

様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別

記
様
式
第
七
十
号
の
保
管
業
届
出
書
二
通
に
、
当
該
変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別

記
様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
に
、
当
該
変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様

式
第
七
十
一
号
の
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様

式
第
七
十
一
号
の
猟
銃
等
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

﹇
イ
・
ロ

略
﹈

﹇
イ
・
ロ

同
上
﹈

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ

と
。

ニ

ハ
の
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て

お
く
こ
と
。

ニ

ハ
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保

存
し
て
お
く
こ
と
。

ホ

﹇
略
﹈

ホ

﹇
同
上
﹈

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条
の
二

法
第
十
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

ホ

当
該
設
備
又
は
そ
の
付
近
に
非
常
の
際
外
部
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
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二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

保
管
の
委
託
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
前
号
の
保
管
の
設
備
に
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

ロ

前
号
の
保
管
の
設
備
を
常
に
点
検
し
、
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
す
る
こ
と
。

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

ニ

ハ
の
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て

お
く
こ
と
。

ホ

保
管
の
委
託
を
受
け
る
場
合
は
、
保
管
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
当
該
保
管
の
委
託
を
受
け

る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
に
係
る
許
可
証
の
提
示
を
求
め
、
当
該
保
管
の
委
託
を
受
け
る
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許
可
に
係
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
九
十
二
条

第
九
十
一
条
第
二
号
ハ
又
は
前
条
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
保
管
受
託
簿
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
項
が
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用

い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
第
九
十
一
条
第
二

号
ニ
又
は
前
条
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
保
管
受
託
簿
の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
二
条

前
条
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
が
電
磁

的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
同
号
ニ
に
規
定
す
る
猟
銃
等
保
管
受
託

簿
の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
）

（
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
）

第
九
十
三
条

法
第
十
条
の
八
第
三
項
又
は
第
十
条
の
八
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停

止
の
命
令
は
、
別
記
様
式
第
七
十
三
号
の
保
管
業
務
廃
止
等
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
三
条

法
第
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
は
、
別
記
様
式
第
七

十
三
号
の
猟
銃
等
保
管
業
務
廃
止
等
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
照
会
書
）

（
照
会
書
）

第
九
十
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
照
会
を
書
面
に
よ
り
行
う
と
き
は
、

別
記
様
式
第
七
十
五
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
関
係
事
項
照
会
書
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
照
会
を
書
面
に
よ
り
行
う
と
き
は
、

別
記
様
式
第
七
十
五
号
の
銃
砲
刀
剣
類
関
係
事
項
照
会
書
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

（
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

（
保
管
し
た
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
け
ん
銃
部
品
の
返
還
）

第
九
十
七
条

法
第
十
三
条
の
三
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
は
、
保
管
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十

号
の
受
領
書
と
引
換
え
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
七
条

﹇
同
上
﹈

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
）

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
）

第
九
十
八
条

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

第
九
十
八
条

﹇
同
上
﹈

一

譲
受
人
又
は
借
受
人
（
以
下
「
譲
受
人
等
」
と
い
う
。）が
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、第
四
号
の
六
、

第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ
か

に
よ
る
方
法

一

譲
受
人
又
は
借
受
人
（
以
下
「
譲
受
人
等
」
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、

第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
又
は
第
十
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ

か
に
よ
る
方
法

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十

二
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
（
以
下
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
い
う
。）を
、
譲

受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
に
直
接
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
譲
受
人
等
が
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
の
管
理
に
係
る
職
務
を
行
う
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
の
職
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習

射
撃
場
指
定
書
、
当
該
譲
受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
又
は
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
（
以
下
「
証
明
書
類
」
と
総
称
す
る
。）（
使

用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
）
の
提
示
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等

を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
る
方
法

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
又
は
第

十
二
号
に
掲
げ
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
（
以
下
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
」
と
い
う
。）を
、
譲
受
人
等
又
は
そ
の

使
用
人
に
直
接
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
譲
受
人

等
が
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
管
理
に
係
る
職
務
を
行
う
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
、
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習
射
撃
場
指
定
書
、
当

該
譲
受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
又
は
当
該
譲
受
人

等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
（
以
下
「
証
明
書
類
」
と
総
称
す
る
。）（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
の
提
示
を

受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る

旨
の
説
明
を
受
け
る
方
法
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ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十

三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
又
は
同
条
第
三
項
の
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

を
経
営
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
譲

り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
証
明

書
類
の
提
示
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特

定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に

当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証

明
書
類
（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十

三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
又
は
同
条
第
三
項
の
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

を
経
営
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
銃
砲
刀
剣
類
を
譲
り

渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
証
明
書

類
の
提
示
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定

銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該

特
定
銃
砲
刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類

（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

ハ

譲
受
人
等
に
対
し
て
イ
又
は
ロ
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
を
行
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す

る
日
前
に
、
当
該
譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り

当
該
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
と
同
一
の
証
明
書
類
に
係
る
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付

け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
証
明
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
旨
及
び
当
該
譲
受
人

等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並

び
に
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
又

は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及

び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

ハ

譲
受
人
等
に
対
し
て
イ
又
は
ロ
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
を
行
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す

る
日
前
に
、
当
該
譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り

当
該
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
と
同
一
の
証
明
書
類
に
係
る
特
定
銃
砲
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
証
明
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
旨
及
び
当
該
譲
受
人
等

が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に

当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
又
は
そ
の

使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該

譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

二

譲
受
人
等
か
ら
法
第
七
条
第
一
項
の
許
可
証
の
提
示
を
受
け
る
場
合

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
方
法

二

﹇
同
上
﹈

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
直
接
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の
提
示
を
受
け
る
方
法

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
直
接
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の
提
示
を
受
け
る
方
法

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類

に
係
る
許
可
証
の
提
示
又
は
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
で
あ
る
こ
と
を
道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

運
転
免
許
証
、行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国

と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年

法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
、
旅
券
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
旅
券
を
い
う
。）そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り

交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
つ
て
、
譲
受
人
等
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
に
よ
り
確
認

さ
せ
る
方
法

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣

類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
係

る
許
可
証
の
提
示
又
は
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の

交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
で
あ
る
こ
と
を
道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
転
免

許
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の

平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
、
旅
券
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
旅
券
を
い
う
。）そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付

さ
れ
た
書
類
で
あ
つ
て
、
譲
受
人
等
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
に
よ
り
確
認
さ
せ

る
方
法

（
模
造
拳
銃
）

（
模
造
拳
銃
）

第
百
二
条

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
模
造
拳
銃
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
措
置
を
施
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

第
百
二
条

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
模
造
け
ん
銃
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
措
置
を
施
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

一

銃
腔こ
う

に
相
当
す
る
部
分
を
金
属
で
完
全
に
閉
塞
す
る
こ
と
。

一

銃
腔こ
う

に
相
当
す
る
部
分
を
金
属
で
完
全
に
閉
そ
く
す
る
こ
と
。

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈
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（
模
擬
銃
器
に
該
当
し
な
い
物
）

（
模
擬
銃
器
に
該
当
し
な
い
物
）

第
百
三
条

法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
銃
砲
に
改
造
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
は
、
銃
身
、
機
関
部
体
、
引
き
金
、
撃
鉄
、
撃
針
（
回
転
弾
倉
式
拳
銃
の
撃
針
に
限
る
。）、
回
転

弾
倉
、
尾
筒
、
ス
ラ
イ
ド
及
び
遊
底
に
相
当
す
る
部
分
が
、
ブ
リ
ネ
ル
硬
さ
試
験
方
法
（
日
本
産
業
規
格
Ｚ
二

二
四
三
）
に
よ
り
測
定
し
た
硬
さ
が
Ｈ
Ｂ
（
10
／
500
）
九
十
一
以
下
の
金
属
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
別
表

第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
構
造
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
条

法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
銃
砲
に
改
造
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
は
、
銃
身
、
機
関
部
体
、
引
き
金
、
撃
鉄
、
撃
針
（
回
転
弾
倉
式
け
ん
銃
の
撃
針
に
限
る
。）、
回

転
弾
倉
、
尾
筒
、
ス
ラ
イ
ド
及
び
遊
底
に
相
当
す
る
部
分
が
、
ブ
リ
ネ
ル
硬
さ
試
験
方
法
（
日
本
産
業
規
格
Ｚ

二
二
四
三
）
に
よ
り
測
定
し
た
硬
さ
が
Ｈ
Ｂ
（
10
／
500
）
九
十
一
以
下
の
金
属
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
別

表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
構
造
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
の
通
知
）

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
の
通
知
）

第
百
七
条

法
第
二
十
四
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
当
該
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

第
百
七
条

法
第
二
十
四
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
、刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
は
、

そ
の
旨
を
当
該
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

第
百
八
条

第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
九
項
の
規

定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
中「
仮
領
置
書
」

と
あ
る
の
は
、「
銃
砲
刀
剣
類
等
一
時
保
管
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
八
条

﹇
同
上
﹈

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
引
継
）

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
引
継
）

第
百
十
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
引
継
は
、
別
記
様
式
第

八
十
二
号
の
仮
領
置
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
引
継
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
十
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
引
継
は
、
別
記
様
式
第
八

十
二
号
の
仮
領
置
銃
砲
刀
剣
類
引
継
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
）

（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
）

第
百
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
八
十
五

号
の
期
間
延
長
承
認
申
請
書
を
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
八
十
五

号
の
期
間
延
長
承
認
申
請
書
を
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
提
出
命
令
）

（
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
命
令
）

第
百
十
三
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て

は
、
別
記
様
式
第
八
十
六
号
の
提
出
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
十
三
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、

別
記
様
式
第
八
十
六
号
の
提
出
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
提
出
を
命
じ
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

（
提
出
を
命
じ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

第
百
十
四
条

第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
九
項
の
規
定

に
よ
り
売
却
し
た
代
金
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
中
「
仮
領
置
書
」

と
あ
る
の
は
、「
提
出
命
令
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
四
条

﹇
同
上
﹈

（
記
録
票
等
）

（
記
録
票
等
）

第
百
十
五
条

﹇
１
﹈
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
五
条

﹇
１
﹈
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
に
は
、
銃
砲
の
種
別
、
名
称
、
型
、
番
号
、

口
径
及
び
銃
身
の
長
さ
並
び
に
被
貸
与
者
の
氏
名
及
び
職
名
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

銃
砲

銃
砲
の
種
別
、
名
称
、
型
、
番
号
、
口
径
及
び
銃
身
の
長
さ
並
び
に
被
貸
与
者
の
氏
名
及
び
職
名

二

ク
ロ
ス
ボ
ウ

ク
ロ
ス
ボ
ウ
で
あ
る
旨
、
名
称
、
型
、
番
号
、
全
長
及
び
全
幅
並
び
に
被
貸
与
者
の
氏
名

及
び
職
名

２

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
等
の
管
理
責
任
者
は
、
十
二
月
末
日
に
お
い
て
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
等

の
種
別
、
名
称
、
型
及
び
番
号
を
別
記
様
式
第
八
十
七
号
に
よ
り
、
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
国
家
公
安
委
員
会

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
管
理
責
任
者
は
、
十
二
月
末
日
に
お
い
て
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
の
種

別
、
名
称
、
型
及
び
番
号
を
別
記
様
式
第
八
十
七
号
に
よ
り
、
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
国
家
公
安
委
員
会
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
台
帳
の
整
理
）

（
台
帳
の
整
理
）

第
百
十
七
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
台
帳
に
登
載
し
、

異
動
の
あ
る
ご
と
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
七
条

﹇
同
上
﹈

一

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
条
の
八
第
一
項
、

第
十
条
の
八
の
二
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
二

条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合

一

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
三
号
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
条
の
八
第
一
項
、

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
受
け
た
場
合

二

法
第
五
条
の
三
第
二
項
、
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
、
第
五
条
の
四
第
二
項
、
第
五
条
の
五
第
二
項
、
第

七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
九
条
の
十
第
二
項
、
第
九
条
の
十
三
第
二
項
、
第
九
条
の
十
四
第

二
項
又
は
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
、
合
格
証
明
書
、
技
能
講
習
修
了
証
明

書
、
許
可
証
、
教
習
資
格
認
定
証
、
練
習
資
格
認
定
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
、
年
少
射
撃
資
格
講
習
修

了
証
明
書
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
を
交
付
し
た
場
合

二

法
第
五
条
の
三
第
二
項
、
第
五
条
の
四
第
二
項
、
第
五
条
の
五
第
二
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五

第
二
項
、
第
九
条
の
十
第
二
項
、
第
九
条
の
十
三
第
二
項
又
は
第
九
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
講
習

修
了
証
明
書
、
合
格
証
明
書
、
技
能
講
習
修
了
証
明
書
、
許
可
証
、
教
習
資
格
認
定
証
、練
習
資
格
認
定
証
、

年
少
射
撃
資
格
認
定
証
又
は
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

四

法
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は

第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
、
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
、
教

習
射
撃
場
又
は
練
習
射
撃
場
を
指
定
し
た
場
合

四

法
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
射
撃
場
、
射
撃
指
導
員
、
教
習
射
撃
場
又
は
練
習
射
撃
場
を
指
定
し
た
場
合

別
表
第
一
（
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
十
一
条
関
係
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



別
表
第
二
（
第
八
十
二
条
の
四
関
係
）

﹇
表
を
加
え
る
。﹈

区

分

措

置

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
導
の

下
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ
で
射
撃
を
す
る
場
合

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
が
い
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射

撃
指
導
員
の
指
導
を
受
け
た
者
が
、
当

該
指
導
の
内
容
に
従
つ
て
、
当
該
指
導

を
受
け
た
場
所
と
同
一
の
場
所
で
、
当

該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
承
諾
を

得
て
射
撃
を
す
る
と
き
を
含
む
。）又
は

一

別
図
に
示
す
範
囲
の
危
険
区
域
（
当
該
危
険
区
域
内
に
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の

指
導
の
内
容
を
勘
案
し
て
発
射
さ
れ
た
矢
に
よ
る
危
害
を
防

止
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
認
め
る
措
置
が
執
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
矢
の
到
達
す
る
区
域
が
縮
減
さ
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
危
険
区
域
の
う
ち
、
当
該
縮
減
さ
れ
る

区
域
を
除
い
た
区
域
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

に
つ
い
て
、
正
当
な
権
原
に
基
づ
い
て
関
係
者
以
外
の
者
が

立
ち
入
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



二

危
険
区
域
の
周
囲
に
貼
り
紙
等
を
用
い
て
当
該
危
険
区
域

に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三

危
険
区
域
の
う
ち
発
射
さ
れ
た
矢
が
頻
繁
に
通
過
す
る
部

分
に
、
電
線
等
の
架
設
物
が
な
い
こ
と
。

四

標
的
の
後
方
で
あ
つ
て
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員

の
指
導
の
内
容
を
勘
案
し
て
発
射
さ
れ
た
矢
の
到
達
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
所
に
、
当
該
矢
の
衝
突
に
よ
る
衝
撃
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
材
質
の
も
の
で
で
き
て
い
る
バ
ッ
ク
ス

ト
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
。

前
項
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合

に
お
い
て
ク
ロ
ス
ボ
ウ
で
射
撃
を
す
る

と
き
。

一

別
図
に
示
す
範
囲
の
危
険
区
域
（
矢
の
軌
道
の
全
体
が
堅

固
な
構
造
を
有
す
る
射
屋
に
よ
つ
て
覆
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
矢
の
到
達
す
る
区
域
が
縮
減
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
危
険
区
域
の
う
ち
、
当
該
縮
減
さ
れ
る
区
域
を
除

い
た
区
域
。次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、

正
当
な
権
原
に
基
づ
い
て
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

危
険
区
域
の
周
囲
に
貼
り
紙
等
を
用
い
て
当
該
危
険
区
域

に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三

危
険
区
域
の
う
ち
発
射
さ
れ
た
矢
が
頻
繁
に
通
過
す
る
部

分
に
、
電
線
等
の
架
設
物
が
な
い
こ
と
。

四

標
的
の
後
方
で
あ
つ
て
、
発
射
さ
れ
た
矢
の
通
常
到
達
す

る
場
所
に
、
当
該
矢
の
衝
突
に
よ
る
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
る
材
質
の
も
の
で
で
き
て
い
る
バ
ッ
ク
ス
ト
ッ
プ
が
あ

る
こ
と
。

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
が
自
ら
ク
ロ

ス
ボ
ウ
で
射
撃
を
す
る
場
合

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



別
表
第
三
（
第
百
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
百
四
条
関
係
）

区

分

構

造

等

区

分

構

造

等

回
転
弾
倉
式
拳
銃
に
類

似
す
る
形
態
を
有
す
る
物

銃
身
に
相
当
す
る
部
分

と
機
関
部
体
に
相
当
す
る

部
分
と
が
一
体
と
し
て
鋳

造
さ
れ
て
い
る
も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
別
図
一
に

示
す
構
造
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
（
以
下

「
イ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
。）が
別
図
二
の
と
お

り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
弾
倉
に

相
当
す
る
部
分
の
内
部
に
別
図
三
に
示
す
形

状
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
が
別
図
四
の
と

お
り
二
以
上
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
薬
室
に
相
当

す
る
部
分
相
互
間
の
隔
壁
が
別
図
五
の
と
お
り

切
断
さ
れ
て
い
る
も
の

回
転
弾
倉
式
け
ん
銃
に

類
似
す
る
形
態
を
有
す
る

物

銃
身
に
相
当
す
る
部
分

と
機
関
部
体
に
相
当
す
る

部
分
と
が
一
体
と
し
て
鋳

造
さ
れ
て
い
る
も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
別
図
一
に

示
す
構
造
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
（
以
下

「
イ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
。）が
別
図
二
の
と
お

り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
弾
倉
に

相
当
す
る
部
分
の
内
部
に
別
図
三
に
示
す
形

状
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
が
別
図
四
の
と

お
り
二
以
上
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
薬
室
に
相
当

す
る
部
分
相
互
間
の
隔
壁
が
別
図
五
の
と
お
り

切
断
さ
れ
て
い
る
も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー

ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
弾

倉
に
相
当
す
る
部
分
に
薬
室
に
相
当
す
る
部
分

が
な
い
も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー

ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
弾

倉
に
相
当
す
る
部
分
に
薬
室
に
相
当
す
る
部
分

が
な
い
も
の

銃
身
及
び
機
関
部
体
に

相
当
す
る
部
分
が
対
称
面

に
よ
り
分
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
の
直
径
が
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

銃
身
及
び
機
関
部
体
に

相
当
す
る
部
分
が
対
称
面

に
よ
り
分
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
の
直
径
が
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

玩
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る
構
造
を

有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
も
の

が
ん
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る
構
造

を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の

自
動
装
塡
式
拳
銃
に
類

似
す
る
形
態
を
有
す
る
物

銃
身
に
相
当
す
る
部
分

と
尾
筒
に
相
当
す
る
部
分

と
が
一
体
と
し
て
鋳
造
さ

れ
て
い
る
も
の

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。）に
相
当
す
る
部
分
の

基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図
六
の
と
お
り
鋳
込

ま
れ
、
か
つ
、
撃
針
に
相
当
す
る
部
分
が
別
図

七
の
と
お
り
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

自
動
装
て
ん
式
け
ん
銃

に
類
似
す
る
形
態
を
有
す

る
物

銃
身
に
相
当
す
る
部
分

と
尾
筒
に
相
当
す
る
部
分

と
が
一
体
と
し
て
鋳
造
さ

れ
て
い
る
も
の

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。）に
相
当
す
る
部
分
の

基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図
六
の
と
お
り
鋳
込

ま
れ
、
か
つ
、
撃
針
に
相
当
す
る
部
分
が
別
図

七
の
と
お
り
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別

図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別

図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の

引
き
金
に
相
当
す
る
部

分
と
ス
ラ
イ
ド
又
は
遊
底

に
相
当
す
る
部
分
と
が
直

接
連
動
す
る
も
の

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。）に
相
当
す
る
部
分
の

基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図
六
の
と
お
り
鋳
込

ま
れ
て
い
る
も
の

引
き
金
に
相
当
す
る
部

分
と
ス
ラ
イ
ド
又
は
遊
底

に
相
当
す
る
部
分
と
が
直

接
連
動
す
る
も
の

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。）に
相
当
す
る
部
分
の

基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図
六
の
と
お
り
鋳
込

ま
れ
て
い
る
も
の

銃
身
、
機
関
部
体
及
び

ス
ラ
イ
ド
に
相
当
す
る
部

分
又
は
銃
身
、機
関
部
体
、

尾
筒
及
び
遊
底
に
相
当
す

る
部
分
が
対
称
面
に
よ
り

分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
と
機
関
部
体
又
は
尾

筒
に
相
当
す
る
部
分
と
が
一
体
と
し
て
作
ら

れ
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の

銃
身
、
機
関
部
体
及
び

ス
ラ
イ
ド
に
相
当
す
る
部

分
又
は
銃
身
、機
関
部
体
、

尾
筒
及
び
遊
底
に
相
当
す

る
部
分
が
対
称
面
に
よ
り

分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
と
機
関
部
体
又
は
尾

筒
に
相
当
す
る
部
分
と
が
一
体
と
し
て
作
ら

れ
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の

玩
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る
構
造
を

有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
も
の

が
ん
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る
構
造

を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
三
月
十
五
日
。
第
四
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
仮
領
置
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
条

改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
十
一
条
第
十
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
四
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
指
定
の
申
請
を
し
た
者
に
つ
い
て
新
府
令
第
四
十
二
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
つ

い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
二
年
以
上
継
続
し
て
所
持
し
て
お
り
、
か
つ
、新
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
錠
を
備
え
て
い
る
居
室
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
確
実
に
施
錠
し
、
か
つ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
管

理
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
条

改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
条
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
者
が
所
持
す
る
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
に
係
る
新
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
新
府
令
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
錠
を
備
え
て
い
る
居
室
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
確
実
に
施
錠
し
、
か
つ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
管
理
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
九
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
号
中
「
、

第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
該
当
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
十
四
号
又
は
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
つ
い
て
輸
出
若
し
く
は
廃
棄
の
取
扱
い
を
委
託
さ
れ
た
者
に
該
当
」
と
、
同
号
イ
中
「
法
第
三

条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
（
以
下
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、「
銃
砲
等
若
し
く
は
刀

剣
類
」
と
あ
る
の
は
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、「
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習
射
撃
場
指
定
書
、
当
該
譲
受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
又
は
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造

等
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
又
は
当
該
譲
受
人
等
が
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
輸
出
若
し
く
は
廃
棄
の
取
扱
い
を
委
託
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
」
と
、「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
」
と
、
同
号
ロ
中
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、
同
号
ハ
中
「
三
年
を
経
過
す
る
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
」
と
、「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


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改

正

後

改

正

前

（
届
出
及
び
申
請
の
手
続
）

（
届
出
及
び
申
請
の
手
続
）

第
一
条

［
略
］

第
一
条

［
同
上
］

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
書
、
申
請
書
そ
の
他
提
出
す
べ
き
書
類
等
の
部
数
は
、

２

前
項
に
掲
げ
る
届
出
書
、
申
請
書
そ
の
他
提
出
す
べ
き
書
類
等
の
部
数
は
、
こ

こ
の
府
令
に
規
定
す
る
部
数
の
範
囲
内
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
こ
と

の
府
令
に
規
定
す
る
部
数
の
範
囲
内
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
こ
と
が

が
で
き
る
。

で
き
る
。

（
矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
の
測
定
の
方
法
）

第
三
条
の
二

法
第
三
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

［
条
を
加
え
る
。
］

値
の
測
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

一

水
平
方
向
に
発
射
さ
れ
た
矢
が
そ
の
軌
道
の
上
に
お
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
装

塡
さ
れ
た
と
き
の
当
該
矢
の
先
端
か
ら
水
平
距
離
で
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
七
五
メ
ー

ト
ル
の
点
と
一
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
点
と
の
間
を
移
動
す
る
速
さ
を
測
定
し
た

と
き
に
お
け
る
測
定
値

二

矢
の
質
量
の
測
定
値

（
人
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
得
る
矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
）

第
三
条
の
三

矢
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
法
第
三
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定

［
条
を
加
え
る
。
］

め
る
値
は
、
六
・
〇
と
す
る
。

（
捕
鯨
用
標
識
銃
製
造
業
等
の
届
出
の
手
続
）

（
捕
鯨
用
標
識
銃
製
造
業
等
の
届
出
の
手
続
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
都
道

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
又
は
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県

府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
銃
砲
刀
剣

公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
銃
砲
刀
剣
類
製

類
製
造
等
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会

造
等
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

別添２
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に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

出
す
る
も
の
と
す
る
。

［
２
～
４

略
］

［
２
～
４

同
上
］

（
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
の
届
出
の
手
続
）

（
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
の
届
出
の
手
続
）

第
五
条

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う

第
五
条

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う

と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
号
の
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
届
出
書
を
住
所

と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
号
の
人
命
救
助
等
に
従
事
す
る
者
届
出
書
を
住
所

地
（
法
人
の
代
表
者
又
は
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で
、
そ
の
法
人
の

地
（
法
人
の
代
表
者
又
は
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で
、
そ
の
法
人
の

業
務
の
た
め
の
所
持
に
つ
い
て
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
号
の
二
の
規

業
務
の
た
め
の
所
持
に
つ
い
て
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
。
以
下
こ

受
け
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の

じ
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

（
拳
銃
実
包
）

（
け
ん
銃
実
包
）

第
七
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
拳
銃
実
包
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包
は

第
七
条

法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
け
ん
銃
実
包
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

（
発
射
の
禁
止
に
係
る
規
定
の
適
用
が
な
い
射
撃
場
）

（
発
射
の
禁
止
に
係
る
規
定
の
適
用
が
な
い
射
撃
場
）

第
八
条

法
第
三
条
の
十
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
射
撃
場
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

第
八
条

法
第
三
条
の
十
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
射
撃
場
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一

法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
と
し
て
指
定
さ
れ
た
射

一

法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
と
し
て
指
定
さ
れ
た
射

撃
場
（
拳
銃
を
用
い
て
射
撃
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

撃
場
（
け
ん
銃
を
用
い
て
射
撃
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
所
持
に
係
る
拳
銃
等

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
所
持
に
係
る
け
ん
銃

（
法
第
三
条
の
四
の
拳
銃
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
用

等
（
法
第
三
条
の
四
の
け
ん
銃
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

い
て
行
う
射
撃
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設

を
用
い
て
行
う
射
撃
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設

イ

法
令
に
基
づ
き
職
務
の
た
め
拳
銃
等
を
所
持
す
る
者

イ

法
令
に
基
づ
き
職
務
の
た
め
け
ん
銃
等
を
所
持
す
る
者
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ロ

試
験
又
は
研
究
の
た
め
拳
銃
等
を
所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職

ロ

試
験
又
は
研
究
の
た
め
け
ん
銃
等
を
所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の

員

職
員

ハ

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
拳
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
受
け

ハ

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
受

た
者

け
た
者

ニ

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
武
器
製
造
事

ニ

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
武
器
製
造
事

業
者
又
は
同
法
第
四
条
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
製

業
者
又
は
同
法
第
四
条
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
製

造
（
改
造
及
び
修
理
を
含
む
。
）
に
係
る
拳
銃
等
を
業
務
の
た
め
所
持
す
る

造
（
改
造
及
び
修
理
を
含
む
。
）
に
係
る
け
ん
銃
等
を
業
務
の
た
め
所
持
す

も
の
（
当
該
所
持
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第

る
も
の
（
当
該
所
持
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条

一
項
第
七
号
に
定
め
る
場
合
に
含
ま
れ
る
所
持
を
含
む
。
）

第
一
項
第
七
号
に
定
め
る
場
合
に
含
ま
れ
る
所
持
を
含
む
。
）

（
申
請
書
の
様
式
等
）

（
申
請
書
の
様
式
等
）

第
九
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第

第
九
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第

七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
、
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の

七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準

十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
よ

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各

う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
者
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
申

号
に
掲
げ
る
申
請
者
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
申
請
書
を
提
出
す
る
も
の
と

請
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

一
の
二

法
第
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

［
号
を
加
え
る
。
］

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者

別
記
様
式
第
六
号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
申
請
書

［
二
～
四

略
］

［
二
～
四

同
上
］

四
の
二

法
第
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
二
の
規
定
に

［
号
を
加
え
る
。
］

よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

別
記
様
式

第
九
号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
更
新
申
請
書

［
五
・
六

略
］

［
五
・
六

同
上
］
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七

法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ

［
号
を
加
え
る
。
］

り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
（
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
資
格

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

別
記
様
式
第
十
一

号
の
二
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
申
請
書

（
申
請
書
に
添
付
す
る
医
師
の
診
断
書
）

（
申
請
書
に
添
付
す
る
医
師
の
診
断
書
）

第
十
条

法
第
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項

第
十
条

法
第
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第
三
項

、
第
九
条
の
五
第
四
項
、
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お

、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ

む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ
か

か
に
該
当
す
る
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号

に
該
当
す
る
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
又

又
は
第
四
号
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意

は
第
四
号
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見

見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
十
一
条

法
第
四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、

第
十
一
条

法
第
四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、

第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
、
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九
条

第
七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て

の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類

内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と

一

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
人
若
し
く
は
貸
付
人
が
作
成
し
た
別
記
様
式
第
十

す
る
者
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
人
若
し
く
は
貸
付
人
が
作
成
し
た
別
記
様
式
第
十

二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
（
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
ま
で
に
譲
渡
人
又
は
貸
付

二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
（
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
ま
で
に
譲
渡
人
又
は
貸
付

人
が
定
ま
つ
て
い
な
い
申
請
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
相
続
、
発
見
そ

人
が
定
ま
つ
て
い
な
い
申
請
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
相
続
、
発
見
そ

の
他
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
る
理
由
を
証
明
す
る
書

の
他
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類

類
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二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条

二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
五
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
九
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第
九
条
の

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
、
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定

る
者
又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
の
同
居
親
族
書

ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
十

及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
に
該
当
し
な
い
旨
の

三
号
の
同
居
親
族
書
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
の
証
明
書

に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
の
証
明
書

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法

第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第

第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第

七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第

七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
、
法
第

九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ

九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
教
習
を
受
け
る
資
格
の
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
、
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資
格

う
と
す
る
者
又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
射
撃
練
習
を
行
う
資

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
に
規
定
す
る
書
類

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
別
表
第

一
に
規
定
す
る
書
類

四

前
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た

四

前
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た

め
ラ
イ
フ
ル
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
二
第
四

め
ラ
イ
フ
ル
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
二
第
四

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
継
続
し
て
十
年
以
上
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
を

に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
を
明

明
ら
か
に
し
た
書
類

ら
か
に
し
た
書
類

［
五
～
十

略
］

［
五
～
十

同
上
］

十
一

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
の
二
又
は
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
者

十
一

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
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に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書

前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
医
師
の
診
断
書

［
十
二
・
十
三

略
］

［
十
二
・
十
三

同
上
］

十
四

法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
演
劇

十
四

法
第
四
条
第
一
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
演
劇

、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
能
の
公
演
又
は
博
覧
会
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
催
し
の
名

、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
能
の
公
演
又
は
博
覧
会
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
催
し
の
名

称
、
主
催
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
概
要
、
開
催
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
銃
砲

称
、
主
催
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
概
要
、
開
催
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
銃
砲

等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
及
び
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
所

又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
及
び
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し

持
し
よ
う
と
す
る
理
由
（
所
持
し
よ
う
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条

よ
う
と
す
る
理
由
（
所
持
し
よ
う
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条
第
一

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
を
記
載
し
た
書
類

項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
を
記
載
し
た
書
類

十
五

法
第
四
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
そ
の
他
こ

十
五

法
第
四
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
施
設
の
名
称
、
所
在
地
、
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
銃
砲
等

れ
に
類
す
る
施
設
の
名
称
、
所
在
地
、
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
銃
砲
又

又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
を
記
載
し
た
書
類

は
刀
剣
類
の
所
持
の
方
法
又
は
態
様
を
記
載
し
た
書
類

十
六

［
略
］

十
六

［
同
上
］

十
七

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定

［
号
を
加
え
る
。
］

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射

撃
指
導
員
の
同
意
書

２

同
時
に
複
数
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
条
の
二
第
三
項

２

同
時
に
複
数
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る

前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
申
請
人

前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
申
請
人

の
写
真
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
同
一
の
内
容
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

の
写
真
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
同
一
の
内
容
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

同
一
の
内
容
と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
一
を
こ
れ
ら
の
申
請
書
の
い
ず
れ
か
一

同
一
の
内
容
と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
一
を
こ
れ
ら
の
申
請
書
の
い
ず
れ
か
一

に
添
付
す
れ
ば
足
り
る
。

に
添
付
す
れ
ば
足
り
る
。

３

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
（
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ

３

［
同
上
］

て
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
経
歴
書
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
添
付
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可

一

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受

を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県

け
て
い
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員

公
安
委
員
会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
の
許

会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
法
第
七
条
の
三
第
一
項

可
若
し
く
は
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
の

の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条

許
可
の
更
新
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
又

に
よ
る
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
法
第
九
条
の

は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
（
空
気
拳
銃
を
除
く
。
）
の

十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
（
空
気
拳
銃
を
除
く
。
）
の
射
撃
練
習
を
行

射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

う
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

一
の
二

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

［
号
を
加
え
る
。
］

を
現
に
受
け
て
い
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県

公
安
委
員
会
に
対
し
、
更
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
許
可
若
し
く

は
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
許
可
の
更
新
に
係
る

申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
（
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

四

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を

［
号
を
加
え
る
。
］

現
に
受
け
て
い
る
者
が
、
当
該
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公

安
委
員
会
に
対
し
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

４

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受

［
項
を
加
え
る
。
］

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
ク
ロ

ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

二

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
三
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の

写
し

（
認
知
機
能
検
査
の
実
施
期
間
等
）

（
認
知
機
能
検
査
の
実
施
期
間
等
）

第
十
六
条

［
略
］

第
十
六
条

［
同
上
］

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
道
路
交
通
法
（

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
道
路
交
通
法
（

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す

る
検
査
を
受
け
た
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
提
示
が
あ
つ
た
場
合

る
検
査
を
受
け
た
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
提
示
が
あ
つ
た
場
合

に
は
、
当
該
者
に
つ
い
て
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

に
は
、
当
該
者
に
つ
い
て
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

一

法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

当
該
許
可
に
係
る

一

法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

当
該
許
可
に
係
る

銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許

銃
砲
所
持
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
日
以
後

可
申
請
書
を
提
出
し
た
日
以
後

二

［
略
］

二

［
同
上
］

（
確
認
の
手
続
）

（
確
認
の
手
続
）

第
十
七
条

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
確
認
を

第
十
七
条

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
確
認
を
受

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
当
該

当
該
許
可
証
と
共
に
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

許
可
証
と
と
も
に
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第

公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
申
請
人
に
該
当
し
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
所
持
許

項
第
一
号
に
規
定
す
る
申
請
人
に
該
当
し
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
所
持
許
可

可
申
請
書
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
申
請
書
に
譲

申
請
書
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
申
請
書
に
譲
渡
等
承
諾
書
を
添
え
な
か
つ
た
者
に

渡
等
承
諾
書
を
添
え
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
の
譲
渡
等

あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
の
譲
渡
等
承
諾
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

承
諾
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。
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２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
が
次

２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
が
次
の

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
等
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で

、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る

き
る
。

。

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲
等

当
該
銃
砲
等
の
写
真

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲

当
該
銃
砲
の
写
真

二

［
略
］

二

［
同
上
］

（
表
示
措
置
命
令
）

第
十
八
条
の
二

法
第
四
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

［
条
を
加
え
る
。
］

規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
当
該
許
可
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

表
示
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
都
道
府
県
公
安
委

員
会
が
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
ご
と
に
付
し
た
番
号
又
は
記
号
を
表
示
し
た
標
示
物
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
側
面
に
容
易
に
剝
が
れ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
、
見
や
す
い
よ
う
に
貼
り
付

け
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
る
こ
と
を

命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号
の
二
の
表
示
措
置
命
令
書
及
び

ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
ク
ロ

ス
ボ
ウ
番
号
標
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
受
講
の
申
込
み
）

（
猟
銃
等
講
習
会
）

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
講
習
会
の
講

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
講
習
会
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
の
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該

別
記
様
式
第
十
九
号
の
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該
申
込
人
の
写
真
を
添
え
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申
込
人
の
写
真
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出

て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

す
る
も
の
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
の
講
習
修
了

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十

証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
と
お
り
と
す
る
。

号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え

り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換

号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換
申
請
書
に
当
該
講
習
修
了
証
明
書
及
び
住
民
票
の

申
請
書
に
当
該
講
習
修
了
証
明
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管

写
し
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の

轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
よ

了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
の
講
習

う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書

修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に

を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
証
の
様
式
）

（
許
可
証
の
様
式
）

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
又
は

一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
、
同

第
二
十
九
号
の
二
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る

項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記

も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
号
、
第
三
十
号
の
二
又
は
第
三
十
一
号
、
法

様
式
第
三
十
号
又
は
第
三
十
一
号
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
、

に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
二
号
の
二
又
は
第
三
十
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
許
可
証
の
書
換
え
の
申
請
）

（
許
可
証
の
書
換
え
の
申
請
）

第
三
十
二
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と

第
三
十
二
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
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す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申

す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
を

請
書
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員

住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

出
す
る
と
と
も
に
、
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
許
可

る
許
可
証
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

証
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
三
十
三
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と

第
三
十
三
条

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
五
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
再
交
付

す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
五
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
再
交
付
申
請
書

申
請
書
を
住
所
地
（
法
第
六
条
の
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
現
在
地
）
又
は
法
人
の

を
住
所
地
（
法
第
六
条
の
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
現
在
地
）
又
は
法
人
の
事
業
場

事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
四

場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
四
条
第
一

条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
（
空
気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に

項
第
一
号
又
は
第
四
号
（
空
気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
許

よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
人
の
写
真
二
枚
を
添
え
な
け

可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
人
の
写
真
二
枚
を
添
え
な
け
れ
ば
な

れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
手
続
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
手
続
）

第
三
十
四
条

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は

第
三
十
四
条

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
条
の
規
定

許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
猟
銃
等
所
持
許

に
よ
り
猟
銃
等
所
持
許
可
更
新
申
請
書
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
許
可
更
新
申
請
書

可
更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了

を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
二
月

す
る
日
の
二
月
前
か
ら
一
月
前
ま
で
の
間
（
以
下
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。

前
か
ら
一
月
前
ま
で
の
間
（
以
下
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。
）
に
、
こ
の
申

）
に
、
こ
の
申
請
書
を
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
と
と
も
に
提
出
（
猟

請
書
を
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
と
共
に
提
出

銃
又
は
空
気
銃
に
つ
い
て
は
提
示
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
す
る
も
の

（
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
つ
い
て
は
、
提
示
。
以
下
こ
の
条

と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
、
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
更
新

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
、
病
気
そ
の
他
の
や

申
請
期
間
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書

む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
更
新
申
請
期
間
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は

類
を
添
え
て
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
提
出
す
る
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、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
て
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了

こ
と
が
で
き
る
。

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
た
な
許
可
証
の
交
付
）

（
新
た
な
許
可
証
の
交
付
）

第
三
十
五
条

［
略
］

第
三
十
五
条

［
同
上
］

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス

［
項
を
加
え
る
。
］

ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
交
付
を
受

け
た
日
の
後
の
そ
の
者
の
三
回
目
の
誕
生
日
を
経
過
し
た
後
に
最
初
に
同
号
の
規

定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
又
は
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
現
に
有
す
る
許
可
証
と
引
換
え
に
新
た
な
許
可
証
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
許
可
又
は
許
可
の
更
新
の
申
請
の
際
に
本
人

２

前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
許
可
又
は
許
可
の
更
新
の
申
請
の
際
に
本
人
の

の
写
真
二
枚
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

写
真
二
枚
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
許
可
証
等
の
返
納
の
手
続
）

（
許
可
証
等
の
返
納
の
手
続
）

第
三
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
条
の
五
第
三
項
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
及
び
第
九

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
条
の
五
第
三
項
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て

条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
証

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項

（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資

資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資
格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用

格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
練

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
練
習
資
格
認
定
証
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て

習
資
格
認
定
証
）
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
六
号
の
銃
砲

準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
）
を
返
納
し
よ
う
と

刀
剣
類
所
持
許
可
証
等
返
納
届
出
書
に
当
該
許
可
証
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項

す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
六
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
等
返
納

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資

届
出
書
に
当
該
許
可
証
（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に

格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
練

あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）
又
は
教
習
資
格
認
定
証
（
法
第
九
条
の
十

習
資
格
認
定
証
）
を
添
え
て
、
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
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第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
練
習
資
格
認
定
証
、
法
第
九
条
の

る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
許

十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定

可
が
失
効
し
た
こ
と
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
譲
受
人
の
譲

証
）
を
添
え
て
、
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

受
書
等
当
該
許
可
が
失
効
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な

公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
が
失
効
し

ら
な
い
。

た
こ
と
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
譲
受
人
の
譲
受
書
等
当
該

許
可
が
失
効
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仮
領
置
書
）

（
仮
領
置
書
）

第
三
十
八
条

法
第
八
条
第
七
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、

第
三
十
八
条

法
第
八
条
第
七
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、

第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
十
一
条
の
二

第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
十
一
条
の
二

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
仮
領
置
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
号
の
仮
領
置
書
を
交
付
し
て
行
う
も

定
に
よ
る
仮
領
置
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
号
の
仮
領
置
書
を
交
付
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類

類
又
は
拳
銃
部
品
が
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
管

又
は
拳
銃
部
品
が
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
さ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
十
六
条
に
規
定
す
る
保
管
書
の
交
付
を
受
け

れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
十
六
条
に
規
定
す
る
保
管
書
の
交
付
を
受
け
た

た
者
に
対
し
、
当
該
保
管
書
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

者
に
対
し
、
当
該
保
管
書
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

第
三
十
九
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、

第
三
十
九
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、

第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
一
条
第
十
項
又
は
第
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定

第
九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
一
条
第
九
項
又
は
第
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃
砲
等

に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃
砲
刀

又
は
刀
剣
類
返
還
申
請
書
を
当
該
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
保

剣
類
返
還
申
請
書
を
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
保
管
す
る
都

管
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返

い
て
、
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
等
若
し
く
は
刀

還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
仮
領
置
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳

剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、

銃
部
品
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
売
渡
し

当
該
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

２

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
返
還
申
請
書
に
、
銃
砲
等
又
は
刀

別
記
様
式
第
三
十
九
号
の
銃
砲
刀
剣
類
返
還
申
請
書
に
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所

剣
類
を
所
持
し
て
い
た
者
か
ら
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を

持
し
て
い
た
者
か
ら
の
売
渡
し
、
贈
与
、
返
還
等
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、

添
え
て
、
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
提
出

３

前
二
項
の
返
還
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
提
出

す
る
書
類
に
添
え
て
、
当
該
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
を
適
法
に

す
る
書
類
に
添
え
て
、
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
け
ん
銃
部
品
を
適
法
に

所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け

所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第

第
四
十
条

法
第
八
条
第
八
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
八
第
四
項
、
第

九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
一
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
、
第
十
一
条
の
二

九
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
一
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
、
第
十
一
条
の
二
第

第
四
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規

四
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定

定
に
よ
る
返
還
は
、
仮
領
置
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十
号
の
受
領
書
と
引
換
え
に

に
よ
る
返
還
は
、
仮
領
置
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十
号
の
受
領
書
と
引
換
え
に
行

行
う
も
の
と
す
る
。

う
も
の
と
す
る
。

（
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

（
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

第
四
十
一
条

法
第
八
条
第
九
項
（
法
第
八
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
八
第
五
項

第
四
十
一
条

法
第
八
条
第
九
項
（
法
第
八
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
八
第
五
項

、
第
九
条
の
十
二
第
四
項
、
第
十
一
条
第
十
二
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
六
項
に

、
第
九
条
の
十
二
第
四
項
、
第
十
一
条
第
十
一
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
を
交
付
す
る

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
を
交
付
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
仮
領
置
書
及
び
代
金
領
収
書
と
引
換
え
に
代
金
明
細
書
を
交

場
合
に
お
い
て
は
、
仮
領
置
書
及
び
代
金
領
収
書
と
引
換
え
に
代
金
明
細
書
を
交

付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

（
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

第
四
十
二
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

第
四
十
二
条

［
同
上
］

る
と
お
り
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］
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二

銃
砲
、
火
薬
類
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
猟
銃
等
射
撃
指
導
員

二

銃
砲
、
火
薬
類
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
射
撃
指
導
員
と
し
て

と
し
て
相
当
な
人
格
識
見
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

相
当
な
人
格
識
見
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

［
三
～
五

略
］

［
三
～
五

同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
基
準
）

第
四
十
二
条
の
二

法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、

［
条
を
加
え
る
。
］

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
し
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
と
し
て

相
当
な
人
格
識
見
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て

、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
二
年
以
上
継
続
し
て
所
持
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
に
関
す
る
法
令
及
び
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
使
用
、
保
管
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、
相
当
な
知
識
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
操
作
及
び
射
撃
に
つ
い
て
、
相
当
に
習
熟
し
て
い
る
者
で
あ

る
こ
と
。

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
申
請
の
手
続
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
申
請
の
手
続
）

第
四
十
三
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定

第
四
十
三
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
を
受
け

又
は
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
を
住
所

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

お
い
て
、
前
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を
受
け
た
者
は
、
前

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受

受
け
た
者
は
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定

け
た
推
薦
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
り
交
付
を
受
け
た
推
薦
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
射
撃
指
導
員
の
指
定
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
）

第
四
十
四
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定

第
四
十
四
条

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
は
、
別

又
は
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指

記
様
式
第
四
十
二
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

定
は
、
別
記
様
式
第
四
十
二
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
）

（
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除
）

第
四
十
五
条

法
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
定

第
四
十
五
条

法
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除

の
解
除
又
は
法
第
九
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導

は
、
別
記
様
式
第
四
十
三
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
解
除
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う

員
の
指
定
の
解
除
は
、
別
記
様
式
第
四
十
三
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
解
除
通
知
書

も
の
と
す
る
。

を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
射
撃
指
導
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

（
射
撃
指
導
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
六
条

猟
銃
等
射
撃
指
導
員
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
三

第
四
十
六
条

射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
三
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
の
記
載

条
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は

事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
四
号
の
射
撃
指
導

、
別
記
様
式
第
四
十
四
号
の
射
撃
指
導
員
指
定
申
請
書
記
載
事
項
変
更
届
出
書
に

員
指
定
申
請
書
記
載
事
項
変
更
届
出
書
に
当
該
射
撃
指
導
員
指
定
書
及
び
住
民
票

当
該
射
撃
指
導
員
指
定
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
速
や
か
に
そ
の
者
の

の
写
し
を
添
え
て
、
速
や
か
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委

住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

猟
銃
等
射
撃
指
導
員
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
四
条
の
射
撃

２

射
撃
指
導
員
は
、
第
四
十
四
条
の
射
撃
指
導
員
指
定
書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、

指
導
員
指
定
書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
は
、
こ
れ

汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
交
付
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に

を
交
付
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。（
年
少
射
撃
資
格
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
七
十
六
条

法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
添
付
書
類
は
、
次

第
七
十
六
条

［
同
上
］

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

［
一
～
三

略
］

［
一
～
三

同
上
］
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四

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規

四

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
同
意
書

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃
指
導
員
の
同
意
書

２

法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う

２

［
同
上
］

と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書

一

第
八
十
一
条
に
掲
げ
る
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書

二

次
条
に
規
定
す
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を

二

次
条
に
掲
げ
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受

受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
受
け
た
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け

す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条
第
一

よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条
第
一

項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書

項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書

る
の
は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書
」
と
、

」
と
、
「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と

「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
同
条

、
同
条
第
三
項
中
「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
（
空
気
拳

第
三
項
中
「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
（
空
気
拳
銃
に
係

銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会

委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

。（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
様
式
）

第
八
十
二
条
の
二

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
は

［
条
を
加
え
る
。
］

、
別
記
様
式
第
六
十
九
号
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）
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第
八
十
二
条
の
三

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に

［
条
を
加
え
る
。
］

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格

認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
再
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
）

第
八
十
二
条
の
四

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が

［
条
を
加
え
る
。
］

執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
二
の
上
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
も
が
執
ら
れ
て
い

る
場
所
と
す
る
。

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条

銃
砲
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
八
十
三
条

法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及

る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及
び
空
気
銃
以
外
の
銃

び
空
気
銃
以
外
の
銃
砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
許
可
の
用
途

砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
許
可
の
用
途
に
応
じ
適
切
な
設
備

に
応
じ
適
切
な
設
備
及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条
の
二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府

［
条
を
加
え
る
。
］

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
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ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
前
号
の
保
管
の
設
備
に
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
こ
と

。
ロ

前
号
の
保
管
の
設
備
を
常
に
点
検
し
、
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に

維
持
す
る
こ
と
。

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
の
保
管
の
方
法
等
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
方

法
等
）

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は

実
包
の
保
管
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
拳
銃
、
拳

け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
け

銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常
に
看
守

二

け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
置
く
こ
と
。

に
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
置
く
こ
と
。

［
三
・
四

略
］

［
三
・
四

同
上
］

（
保
管
業
の
届
出
）

（
猟
銃
等
保
管
業
の
届
出
）

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
又
は
第
十
条
の
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
保

出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
を
事

管
業
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生

じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
保
管
業
届
出
書
二
通
に
、
当
該

じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
に

変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に

、
当
該
変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
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届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

［
略
］

３

［
同
上
］

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
七
十
一
号
の
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事
業
場
の

場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
七
十
一
号
の
猟
銃
等
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

［
イ
・
ロ

略
］

［
イ
・
ロ

同
上
］

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
に
所

項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

ニ

ハ
の
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

ニ

ハ
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三

過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て
お
く
こ
と
。

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て
お
く
こ
と
。

ホ

［
略
］

ホ

［
同
上
］

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条
の
二

法
第
十
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の

［
条
を
加
え
る
。
］

七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
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ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

ホ

当
該
設
備
又
は
そ
の
付
近
に
非
常
の
際
外
部
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る

装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

保
管
の
委
託
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
前
号
の
保
管
の
設
備
に
確
実
に
施

錠
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

ロ

前
号
の
保
管
の
設
備
を
常
に
点
検
し
、
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に

維
持
す
る
こ
と
。

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事

項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

ニ

ハ
の
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て
お
く
こ
と
。

ホ

保
管
の
委
託
を
受
け
る
場
合
は
、
保
管
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し

、
当
該
保
管
の
委
託
を
受
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
に
係
る
許
可
証

の
提
示
を
求
め
、
当
該
保
管
の
委
託
を
受
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

に
係
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
九
十
二
条

第
九
十
一
条
第
二
号
ハ
又
は
前
条
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
保
管
受
託

第
九
十
二
条

前
条
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
に
記
載
す
る
こ
と

簿
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
が
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当

と
さ
れ
て
い
る
事
項
が
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応

該
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ

じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
保
存

る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
第
九
十
一
条

さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
同
号
ニ
に
規
定
す
る
猟
銃
等
保
管

第
二
号
ニ
又
は
前
条
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
保
管
受
託
簿
の
保
存
に
代
え
る
こ
と

受
託
簿
の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。
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（
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
）

（
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
）

第
九
十
三
条

法
第
十
条
の
八
第
三
項
又
は
第
十
条
の
八
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
九
十
三
条

法
第
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止

る
保
管
業
務
の
廃
止
又
は
停
止
の
命
令
は
、
別
記
様
式
第
七
十
三
号
の
保
管
業
務

の
命
令
は
、
別
記
様
式
第
七
十
三
号
の
猟
銃
等
保
管
業
務
廃
止
等
命
令
書
を
交
付

廃
止
等
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
照
会
書
）

（
照
会
書
）

第
九
十
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
照
会

第
九
十
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
照
会

を
書
面
に
よ
り
行
う
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
十
五
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
関

を
書
面
に
よ
り
行
う
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
十
五
号
の
銃
砲
刀
剣
類
関
係
事
項

係
事
項
照
会
書
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

照
会
書
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

（
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
拳
銃
部
品
の
返
還
）

（
保
管
し
た
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
け
ん
銃
部
品
の
返
還
）

第
九
十
七
条

法
第
十
三
条
の
三
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
は
、
保

第
九
十
七
条

［
同
上
］

管
書
及
び
別
記
様
式
第
四
十
号
の
受
領
書
と
引
換
え
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
）

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
）

第
九
十
八
条

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

第
九
十
八
条

［
同
上
］

定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一

譲
受
人
又
は
借
受
人
（
以
下
「
譲
受
人
等
」
と
い
う
。
）
が
法
第
三
条
第
一

一

譲
受
人
又
は
借
受
人
（
以
下
「
譲
受
人
等
」
と
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
法

項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第

第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
又
は
第

十
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
方
法

十
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
方
法

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
六
、
第

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
四
、
第

四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
銃
砲
等
又
は
刀

四
号
の
五
、
第
八
号
又
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
（
以
下
「

剣
類
（
以
下
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
い
う
。
）
を
、
譲
受
人
等
又
は
そ

特
定
銃
砲
刀
剣
類
」
と
い
う
。
）
を
、
譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
に
直
接

の
使
用
人
に
直
接
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場

交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
譲
受
人
等
が
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
の
管
理
に
係

当
該
譲
受
人
等
が
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
管
理
に
係
る
職
務
を
行
う
国
若

る
職
務
を
行
う
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
当
該
譲
受
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る
書
類
、
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習
射
撃

人
等
に
係
る
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習
射
撃
場
指
定
書
、
当
該
譲

場
指
定
書
、
当
該
譲
受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ

受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
又
は
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等

書
類
又
は
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
（
以
下
「
証

届
出
書
（
以
下
「
証
明
書
類
」
と
総
称
す
る
。
）
（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に

明
書
類
」
と
総
称
す
る
。
）
（
使
用
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証

あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を

明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
の

証
明
す
る
書
類
）
の
提
示
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務

提
示
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定

の
た
め
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受

銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
る
方
法

け
る
方
法

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
又
は
同
条
第
三
項
の
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
を

送
事
業
又
は
同
条
第
三
項
の
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
銃
砲
刀

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
銃
砲
刀

剣
類
等
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。

。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
証
明
書
類
の
提
示
又
は
そ
の
写
し
の

）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
証
明
書
類
の
提
示
又
は
そ
の
写
し
の
送

送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定

付
を
受
け
、
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特
定
銃

銃
砲
刀
剣
類
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当
該
貨

砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当
該
貨
物
自

物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
の
交
付
の
相
手
方
が
当

動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受

該
譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用
人
で

人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用
人
で
あ
る
場

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ
る
こ

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

ハ

譲
受
人
等
に
対
し
て
イ
又
は
ロ
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
を
行

ハ

譲
受
人
等
に
対
し
て
イ
又
は
ロ
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
を
行

つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
前
に
、
当
該
譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自

つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
前
に
、
当
該
譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
譲
渡
し
又
は

動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
譲
渡
し
又
は

貸
付
け
と
同
一
の
証
明
書
類
に
係
る
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
譲
り
渡
し
、
又

貸
付
け
と
同
一
の
証
明
書
類
に
係
る
特
定
銃
砲
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
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は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
証
明
書
類
の
内

貸
し
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
証
明
書
類
の
内
容

容
に
変
更
が
な
い
旨
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該

に
変
更
が
な
い
旨
及
び
当
該
譲
受
人
等
が
職
務
又
は
業
務
の
た
め
に
当
該
特

特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当

定
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
、
並
び
に
当
該
貨

該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
の
交
付
の
相
手
方

物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
銃
砲
刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該

が
当
該
譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用

譲
受
人
等
又
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
こ
と
を
当
該
証
明
書
類
（
使
用
人
で
あ

人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
証
明
書
類
及
び
当
該
譲
受
人
等
の
使
用
人
で
あ

人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

二

譲
受
人
等
か
ら
法
第
七
条
第
一
項
の
許
可
証
の
提
示
を
受
け
る
場
合

次
の

二

［
同
上
］

い
ず
れ
か
に
よ
る
方
法

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
直
接
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し

イ

譲
受
人
等
に
対
し
て
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
直
接
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付

付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の
提

け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の
提
示
を

示
を
受
け
る
方
法

受
け
る
方
法

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る

ロ

譲
受
人
等
に
対
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に

こ
と
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
場
合
に
あ

あ
つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の

つ
て
は
、
当
該
利
用
の
前
に
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
の
提
示

提
示
又
は
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
銃
砲

又
は
送
付
を
受
け
、
及
び
当
該
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
銃
砲
又
は

等
又
は
刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
で
あ
る
こ
と
を
道
路
交

刀
剣
類
の
交
付
の
相
手
方
が
当
該
譲
受
人
等
で
あ
る
こ
と
を
道
路
交
通
法
第

通
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る

九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入

、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九

第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ

条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本

き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成

の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法

三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書

律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
、
旅
券
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、
旅
券
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
旅
券
を

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
旅
券
を
い
う
。

い
う
。
）
そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ

）
そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類

た
書
類
で
あ
つ
て
、
譲
受
人
等
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る

で
あ
つ
て
、
譲
受
人
等
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
に

も
の
に
よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

よ
り
確
認
さ
せ
る
方
法

（
模
造
拳
銃
）

（
模
造
拳
銃
）

第
百
二
条

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
模
造
拳
銃
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め

第
百
二
条

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
模
造
け
ん
銃
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定

る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
施
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
施
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

一

銃
腔
に
相
当
す
る
部
分
を
金
属
で
完
全
に
閉
塞
す
る
こ
と
。

一

銃
腔
に
相
当
す
る
部
分
を
金
属
で
完
全
に
閉
そ
く
す
る
こ
と
。

こ
う

こ
う

二

［
略
］

二

［
同
上
］

［
２
～
５

略
］

［
２
～
５

同
上
］

（
模
擬
銃
器
に
該
当
し
な
い
物
）

（
模
擬
銃
器
に
該
当
し
な
い
物
）

第
百
三
条

法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
銃
砲
に
改
造
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

第
百
三
条

法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
銃
砲
に
改
造
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
銃
身
、
機
関
部
体
、
引
き
金
、
撃

な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
銃
身
、
機
関
部
体
、
引
き
金
、
撃

鉄
、
撃
針
（
回
転
弾
倉
式
拳
銃
の
撃
針
に
限
る
。
）
、
回
転
弾
倉
、
尾
筒
、
ス
ラ

鉄
、
撃
針
（
回
転
弾
倉
式
け
ん
銃
の
撃
針
に
限
る
。
）
、
回
転
弾
倉
、
尾
筒
、
ス

イ
ド
及
び
遊
底
に
相
当
す
る
部
分
が
、
ブ
リ
ネ
ル
硬
さ
試
験
方
法
（
日
本
産
業
規

ラ
イ
ド
及
び
遊
底
に
相
当
す
る
部
分
が
、
ブ
リ
ネ
ル
硬
さ
試
験
方
法
（
日
本
産
業

格
Ｚ
二
二
四
三
）
に
よ
り
測
定
し
た
硬
さ
が
Ｈ
Ｂ
（

／

）
九
十
一
以
下
の
金

規
格
Ｚ
二
二
四
三
）
に
よ
り
測
定
し
た
硬
さ
が
Ｈ
Ｂ
（

／

）
九
十
一
以
下
の

10

500

10

500

属
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表

金
属
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同

の
下
欄
に
掲
げ
る
構
造
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
構
造
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
の
通
知
）

の
通
知
）

第
百
七
条

法
第
二
十
四
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類

第
百
七
条

法
第
二
十
四
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空

又
は
準
空
気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
当
該
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣

気
銃
を
返
還
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
当
該
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を

類
又
は
準
空
気
銃
を
提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
売
却
し
た
代
金
の

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

交
付
）

第
百
八
条

第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て
準
用

第
百
八
条

［
同
上
］

す
る
法
第
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
中
「
仮
領
置
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
銃

砲
刀
剣
類
等
一
時
保
管
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
引
継
）

（
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
引
継
）

第
百
十
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣

第
百
十
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類

類
の
引
継
は
、
別
記
様
式
第
八
十
二
号
の
仮
領
置
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
引
継
書
に

の
引
継
は
、
別
記
様
式
第
八
十
二
号
の
仮
領
置
銃
砲
刀
剣
類
引
継
書
に
よ
つ
て
行

よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
）

（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
）

第
百
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る

第
百
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
期
間
の
延
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
別
記
様
式
第
八
十
五
号
の
期
間
延
長
承
認
申
請
書
を
当
該
銃
砲
等
又
は
刀

者
は
、
別
記
様
式
第
八
十
五
号
の
期
間
延
長
承
認
申
請
書
を
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣

剣
類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

類
を
保
管
す
る
警
察
署
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
提
出
命
令
）

（
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
命
令
）

第
百
十
三
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
提
出

第
百
十
三
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を

を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
八
十
六
号
の
提
出
命
令
書
を
交
付
し

命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
八
十
六
号
の
提
出
命
令
書
を
交
付
し
て

て
行
う
も
の
と
す
る
。

行
う
も
の
と
す
る
。

（
提
出
を
命
じ
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

（
提
出
を
命
じ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
売
却
し
た
代
金
の
交
付
）

第
百
十
四
条

第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

第
百
十
四
条

［
同
上
］

る
法
第
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
中
「
仮
領
置
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
提
出

命
令
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
記
録
票
等
）

（
記
録
票
等
）
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第
百
十
五
条

［
１
］
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
に
は
、
次
の
各

第
百
十
五
条

［
１
］
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
に
は
、
銃
砲
の

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る

種
別
、
名
称
、
型
、
番
号
、
口
径
及
び
銃
身
の
長
さ
並
び
に
被
貸
与
者
の
氏
名
及

。

び
職
名
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

銃
砲

銃
砲
の
種
別
、
名
称
、
型
、
番
号
、
口
径
及
び
銃
身
の
長
さ
並
び
に

被
貸
与
者
の
氏
名
及
び
職
名

二

ク
ロ
ス
ボ
ウ

ク
ロ
ス
ボ
ウ
で
あ
る
旨
、
名
称
、
型
、
番
号
、
全
長
及
び
全

幅
並
び
に
被
貸
与
者
の
氏
名
及
び
職
名

２

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
等
の
管
理
責
任
者
は
、
十
二
月
末
日
に
お

２

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
管
理
責
任
者
は
、
十
二
月
末
日
に
お
い

い
て
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
等
の
種
別
、
名
称
、
型
及
び
番
号
を
別
記
様
式
第
八
十

て
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
の
種
別
、
名
称
、
型
及
び
番
号
を
別
記
様
式
第
八
十
七
号

七
号
に
よ
り
、
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

に
よ
り
、
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ら
な
い
。

い
。

（
台
帳
の
整
理
）

（
台
帳
の
整
理
）

第
百
十
七
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は

第
百
十
七
条

［
同
上
］

、
そ
れ
ぞ
れ
台
帳
に
登
載
し
、
異
動
の
あ
る
ご
と
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三

一

法
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
三
号
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
、
第
十
条
の
八
第
一
項
、
第
十
条
の
八
の
二
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
三
第

項
、
第
十
条
の
八
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条

一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規

の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場

定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合

合

二

法
第
五
条
の
三
第
二
項
、
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
、
第
五
条
の
四
第
二
項

二

法
第
五
条
の
三
第
二
項
、
第
五
条
の
四
第
二
項
、
第
五
条
の
五
第
二
項
、
第

、
第
五
条
の
五
第
二
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
九
条
の

七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
九
条
の
十
第
二
項
、
第
九
条
の
十
三

十
第
二
項
、
第
九
条
の
十
三
第
二
項
、
第
九
条
の
十
四
第
二
項
又
は
第
九
条
の

第
二
項
又
は
第
九
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
、
合
格

十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
、
合
格
証
明
書
、
技
能
講
習
修

証
明
書
、
技
能
講
習
修
了
証
明
書
、
許
可
証
、
教
習
資
格
認
定
証
、
練
習
資
格

了
証
明
書
、
許
可
証
、
教
習
資
格
認
定
証
、
練
習
資
格
認
定
証
、
年
少
射
撃
資

認
定
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
又
は
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
を
交
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格
認
定
証
、
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認

付
し
た
場
合

定
証
を
交
付
し
た
場
合

三

［
略
］

三

［
同
上
］

四

法
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項

四

法
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は

、
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場

第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
射
撃
場
、
射
撃
指
導
員
、
教
習
射
撃

、
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
、
教
習
射
撃
場
又
は
練
習

場
又
は
練
習
射
撃
場
を
指
定
し
た
場
合

射
撃
場
を
指
定
し
た
場
合

別
表
第
一
（
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
十
一
条
関
係
）
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別
表
第
二
（
第
八
十
二
条
の
四
関
係
）

［
表
を
加
え
る
。
］

区

分

措

置

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員

一

別
図
に
示
す
範
囲
の
危
険
区
域
（
当
該
危
険

の
指
導
の
下
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ

区
域
内
に
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
当
該
ク

で
射
撃
を
す
る
場
合
（
ク
ロ

ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
導
の
内
容
を
勘
案

ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
が
い
な

し
て
発
射
さ
れ
た
矢
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る

い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
ク

上
で
有
効
で
あ
る
と
認
め
る
措
置
が
執
ら
れ
て

ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
矢
の
到
達
す
る
区
域
が
縮
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導
を
受
け
た
者
が
、
当
該
指

減
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
危
険
区
域

導
の
内
容
に
従
つ
て
、
当
該

の
う
ち
、
当
該
縮
減
さ
れ
る
区
域
を
除
い
た
区

指
導
を
受
け
た
場
所
と
同
一

域
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

の
場
所
で
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ

つ
い
て
、
正
当
な
権
原
に
基
づ
い
て
関
係
者
以

ウ
射
撃
指
導
員
の
承
諾
を
得

外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

て
射
撃
を
す
る
と
き
を
含
む

こ
と
。

。
）
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃

二

危
険
区
域
の
周
囲
に
貼
り
紙
等
を
用
い
て
当

指
導
員
が
自
ら
ク
ロ
ス
ボ
ウ

該
危
険
区
域
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
の

で
射
撃
を
す
る
場
合

表
示
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

危
険
区
域
の
う
ち
発
射
さ
れ
た
矢
が
頻
繁
に

通
過
す
る
部
分
に
、
電
線
等
の
架
設
物
が
な
い

こ
と
。

四

標
的
の
後
方
で
あ
つ
て
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ

射
撃
指
導
員
の
指
導
の
内
容
を
勘
案
し
て
発
射

さ
れ
た
矢
の
到
達
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に

、
当
該
矢
の
衝
突
に
よ
る
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と

が
で
き
る
材
質
の
も
の
で
で
き
て
い
る
バ
ッ
ク

ス
ト
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
。

前
項
に
規
定
す
る
場
合
以

一

別
図
に
示
す
範
囲
の
危
険
区
域
（
矢
の
軌
道

外
の
場
合
に
お
い
て
ク
ロ
ス

の
全
体
が
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
射
屋
に
よ
つ

ボ
ウ
で
射
撃
を
す
る
と
き
。

て
覆
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
矢
の
到
達
す

る
区
域
が
縮
減
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
危
険
区
域
の
う
ち
、
当
該
縮
減
さ
れ
る
区
域
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を
除
い
た
区
域
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
正
当
な
権
原
に
基
づ
い

て
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

危
険
区
域
の
周
囲
に
貼
り
紙
等
を
用
い
て
当

該
危
険
区
域
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
の

表
示
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

危
険
区
域
の
う
ち
発
射
さ
れ
た
矢
が
頻
繁
に

通
過
す
る
部
分
に
、
電
線
等
の
架
設
物
が
な
い

こ
と
。

四

標
的
の
後
方
で
あ
つ
て
、
発
射
さ
れ
た
矢
の

通
常
到
達
す
る
場
所
に
、
当
該
矢
の
衝
突
に
よ

る
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
材
質
の
も
の

で
で
き
て
い
る
バ
ッ
ク
ス
ト
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

。
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別
表
第
三
（
第
百
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
百
四
条
関
係
）

区

分

構

造

等

区

分

構

造

等

回
転
弾
倉
式

銃
身
に
相
当
す
る

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
別

回
転
弾
倉
式

銃
身
に
相
当
す
る

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
別

拳
銃
に
類
似
す

部
分
と
機
関
部
体
に

図
一
に
示
す
構
造
、
材
質
及
び
大
き
さ

け
ん
銃
に
類
似

部
分
と
機
関
部
体
に

図
一
に
示
す
構
造
、
材
質
及
び
大
き
さ

る
形
態
を
有
す

相
当
す
る
部
分
と
が

の
金
属
（
以
下
「
イ
ン
サ
ー
ト
」
と
い

す
る
形
態
を
有

相
当
す
る
部
分
と
が

の
金
属
（
以
下
「
イ
ン
サ
ー
ト
」
と
い

る
物

一
体
と
し
て
鋳
造
さ

う
。
）
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ

す
る
物

一
体
と
し
て
鋳
造
さ

う
。
）
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ

れ
て
い
る
も
の

て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
弾
倉
に
相
当

れ
て
い
る
も
の

て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
弾
倉
に
相
当

す
る
部
分
の
内
部
に
別
図
三
に
示
す
形

す
る
部
分
の
内
部
に
別
図
三
に
示
す
形

状
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
が
別
図

状
、
材
質
及
び
大
き
さ
の
金
属
が
別
図

四
の
と
お
り
二
以
上
鋳
込
ま
れ
、
か
つ

四
の
と
お
り
二
以
上
鋳
込
ま
れ
、
か
つ

、
薬
室
に
相
当
す
る
部
分
相
互
間
の
隔

、
薬
室
に
相
当
す
る
部
分
相
互
間
の
隔

壁
が
別
図
五
の
と
お
り
切
断
さ
れ
て
い

壁
が
別
図
五
の
と
お
り
切
断
さ
れ
て
い

る
も
の

る
も
の

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
イ

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
の
基
部
に
イ

ン
サ
ー
ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま

ン
サ
ー
ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま

れ
、
か
つ
、
弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
に

れ
、
か
つ
、
弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
に

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
が
な
い
も
の

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
が
な
い
も
の

銃
身
及
び
機
関
部

弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
の
直
径
が
三

銃
身
及
び
機
関
部

弾
倉
に
相
当
す
る
部
分
の
直
径
が
三

体
に
相
当
す
る
部
分

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

体
に
相
当
す
る
部
分

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

が
対
称
面
に
よ
り
分

玩
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る

が
対
称
面
に
よ
り
分

が
ん
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す

解
す
る
こ
と
が
で
き

構
造
を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ

解
す
る
こ
と
が
で
き

る
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八

る
も
の

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

る
も
の

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

自
動
装
塡
式

銃
身
に
相
当
す
る

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。
）
に
相
当
す

自
動
装
て
ん

銃
身
に
相
当
す
る

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。
）
に
相
当
す

拳
銃
に
類
似
す

部
分
と
尾
筒
に
相
当

る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図

式
け
ん
銃
に
類

部
分
と
尾
筒
に
相
当

る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図
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る
形
態
を
有
す

す
る
部
分
と
が
一
体

六
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
撃
針

似
す
る
形
態
を

す
る
部
分
と
が
一
体

六
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
、
か
つ
、
撃
針

る
物

と
し
て
鋳
造
さ
れ
て

に
相
当
す
る
部
分
が
別
図
七
の
と
お
り

有
す
る
物

と
し
て
鋳
造
さ
れ
て

に
相
当
す
る
部
分
が
別
図
七
の
と
お
り

い
る
も
の

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

い
る
も
の

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
に
イ
ン
サ
ー

薬
室
に
相
当
す
る
部
分
に
イ
ン
サ
ー

ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い

ト
が
別
図
二
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い

る
も
の

る
も
の

引
き
金
に
相
当
す

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。
）
に
相
当
す

引
き
金
に
相
当
す

銃
身
（
薬
室
を
除
く
。
）
に
相
当
す

る
部
分
と
ス
ラ
イ
ド

る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図

る
部
分
と
ス
ラ
イ
ド

る
部
分
の
基
部
に
イ
ン
サ
ー
ト
が
別
図

又
は
遊
底
に
相
当
す

六
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の

又
は
遊
底
に
相
当
す

六
の
と
お
り
鋳
込
ま
れ
て
い
る
も
の

る
部
分
と
が
直
接
連

る
部
分
と
が
直
接
連

動
す
る
も
の

動
す
る
も
の

銃
身
、
機
関
部
体

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
と
機
関
部
体

銃
身
、
機
関
部
体

銃
身
に
相
当
す
る
部
分
と
機
関
部
体

及
び
ス
ラ
イ
ド
に
相

又
は
尾
筒
に
相
当
す
る
部
分
と
が
一
体

及
び
ス
ラ
イ
ド
に
相

又
は
尾
筒
に
相
当
す
る
部
分
と
が
一
体

当
す
る
部
分
又
は
銃

と
し
て
作
ら
れ
、
か
つ
、
全
長
が
十
八

当
す
る
部
分
又
は
銃

と
し
て
作
ら
れ
、
か
つ
、
全
長
が
十
八

身
、
機
関
部
体
、
尾

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

身
、
機
関
部
体
、
尾

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

筒
及
び
遊
底
に
相
当

筒
及
び
遊
底
に
相
当

す
る
部
分
が
対
称
面

玩
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す
る

す
る
部
分
が
対
称
面

が
ん
具
煙
火
で
あ
る
巻
玉
を
使
用
す

に
よ
り
分
解
す
る
こ

構
造
を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八
セ

に
よ
り
分
解
す
る
こ

る
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
全
長
が
十
八

と
が
で
き
る
も
の

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

と
が
で
き
る
も
の

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

［
略
］

［
同
上
］
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［
様
式
を
加
え
る
。
］
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様
式
を
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］
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を
加
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］
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式
を
加
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］
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［
様
式
を
加
え
る
。
］
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［
様
式
を
加
え
る
。
］
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［
様
式
を
加
え
る
。
］
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［
様
式
を
加
え
る
。
］
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備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に

関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則

（
指
定
の
基
準
等
）

（
指
定
の
基
準
等
）

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第

十
九
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
第
八
条
ま
で
に
お

い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。）は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」
と
い

う
。）の
申
請
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第

十
九
条
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い

う
。）は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。）の
申
請
に
基
づ
き
行

う
も
の
と
す
る
。

２

指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
十
九
条
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
（
以
下
「
講

習
事
務
」
と
い
う
。）の
実
施
に
関
し
、
適
切
な
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

一

令
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
（
以
下
「
講
習
事
務
」
と
い
う
。）の
実

施
に
関
し
、
適
切
な
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

﹇
二
〜
四

略
﹈

﹇
二
〜
四

同
上
﹈

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出

に
代
え
て
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、

電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。）及
び
別
記
様
式
第
一
号
の

電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出

に
代
え
て
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
及
び
別

記
様
式
第
一
号
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

２

前
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く

日
本
産
業
規
格
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。）Ｘ
六
二
二
三
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
項
を
削
る
。﹈

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
五
に
規
定
す
る
方
式

三

文
字
の
符
号
化
表
現
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
二
〇
八
附
属
書
一
に
規
定
す
る
方
式

﹇
項
を
削
る
。﹈

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二

〇
八
に
規
定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
二
一
一
に
規
定
す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及

び
「
改
行
」
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱

い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
七
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

二
之
湯

智

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
（
題
名
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に

対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改

正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。



別添３



﹇
項
を
削
る
。﹈

５

第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

提
出
者
の
名
称

二

提
出
年
月
日

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
）

第
二
条

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範

目
次

目
次

﹇
第
一
章
〜
第
五
章

略
﹈

﹇
第
一
章
〜
第
五
章

同
上
﹈

第
六
章

拳
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査
（
第
二
十
六
条

第
二
十
九
条
）

第
六
章

け
ん
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査
（
第
二
十
六
条

第
二
十
九
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
警
察
官
及
び
皇
宮
護
衛
官
が
拳
銃
を
適
正
か
つ
的
確
に
使
用
し
、
及
び
取
り
扱
う
た
め

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
警
察
官
及
び
皇
宮
護
衛
官
が
け
ん
銃
を
適
正
か
つ
的
確
に
使
用
し
、
及
び
取
り
扱
う
た

め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
等
）

（
用
語
の
定
義
等
）

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
同
上
﹈

２

警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
た
だ
し
書
第

一
号
に
規
定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
こ、
に
あ
た
る
兇
悪
な
罪
」

に
当
た
る
罪
を
例
示
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

２

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

前
二
号
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、

凶
器
を
携
帯
す
る
な
ど
著
し
く
人
を
畏
怖
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
罪
と
し
て
次
に
掲
げ
る

も
の

三

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ホ

略
﹈

﹇
イ
〜
ホ

同
上
﹈

ヘ

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
罪
の
う
ち

当
該
拳
銃
等
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
、
同
法
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
の
罪
の
う

ち
当
該
猟
銃
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
及
び
同
法
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
罪
の

う
ち
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の

ヘ

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
罪
の
う
ち

当
該
け
ん
銃
等
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
の
罪
の
う
ち

当
該
猟
銃
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
及
び
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
罪
の
う
ち
当

該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の

ト

﹇
略
﹈

ト

﹇
同
上
﹈

（
皇
宮
護
衛
官
へ
の
準
用
）

（
皇
宮
護
衛
官
へ
の
準
用
）

第
三
条

第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、皇
宮
護
衛
官
の
拳
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条

第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、
皇
宮
護
衛
官
の
け
ん
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
あ
ら
か
じ
め
拳
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
あ
ら
か
じ
め
け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
四
条

警
察
官
は
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
拳

銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

警
察
官
は
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
場
合
に
は
、
拳
銃
を
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
相
手
を
殊
更
に
刺
激
し
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
場
合
に
は
、
け
ん
銃
を
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
相
手
を
殊
更
に
刺
激
し
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
け
ん
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
五
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
手
に
向
け
て
拳
銃
を
構
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
手
に
向
け
て
け
ん
銃
を
構
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
構
え
る
場
合
に
は
、
相
手
の
人
数
、
凶
器
の
有
無
及
び
種
類
、
犯
罪
の
態
様
そ

の
他
の
事
情
に
応
じ
、
適
切
な
構
え
方
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
構
え
る
場
合
に
は
、
相
手
の
人
数
、
凶
器
の
有
無
及
び
種
類
、
犯
罪
の
態
様

そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
適
切
な
構
え
方
を
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
拳
銃
を
撃
つ
場
合
の
予
告
）

（
け
ん
銃
を
撃
つ
場
合
の
予
告
）

第
六
条

拳
銃
を
撃
と
う
と
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
を
相
手
に
予
告
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事

態
が
急
迫
で
あ
つ
て
予
告
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
又
は
予
告
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
の
違
法
行
為
等
を
誘
発

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条

け
ん
銃
を
撃
と
う
と
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
を
相
手
に
予
告
す
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
予
告
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
又
は
予
告
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
の
違
法
行
為
等
を
誘

発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
威
嚇
射
撃
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
威
か
く
射
撃
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
七
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
多
衆
を
相
手
に
す
る
と
き
、
相
手
に
向
け

て
拳
銃
を
構
え
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
威
嚇
の
た
め
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
相

手
の
行
為
を
制
止
す
る
手
段
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
上
空
そ
の
他
の
安
全
な
方
向
に
向
け
て

拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
多
衆
を
相
手
に
す
る
と
き
、
相
手
に
向
け

て
け
ん
銃
を
構
え
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
威
か
く
の
た
め
け
ん
銃
を
撃
つ
こ

と
が
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る
手
段
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
上
空
そ
の
他
の
安
全
な
方
向
に

向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
威
嚇
射
撃
を
す
る
場
合
に
は
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
損
害
を
与
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
射
撃
の
時
機
及
び
方
向
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
回
数
も
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
と
す

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
威
か
く
射
撃
を
す
る
場
合
に
は
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
損
害
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
射
撃
の
時
機
及
び
方
向
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
回
数
も
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
と

す
る
。

３

事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
威
嚇
射
撃
を
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
、
威
嚇
射
撃
を
し
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止

し
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
周
囲
の
状
況
に
照
ら
し
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃
に
先
立
つ
て
威
嚇
射
撃
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
威
か
く
射
撃
を
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
、
威
か
く
射
撃
を
し
て
も
相
手
が
行
為
を

中
止
し
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
周
囲
の
状
況
に
照
ら
し
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
損
害
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃
に
先
立
つ
て
威
か
く
射
撃
を
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

４

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
態

に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
狂
犬
等
の
動
物
そ
の
他
の
物
に
向
け
て
拳
銃
を
撃
つ

こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
態

に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
狂
犬
等
の
動
物
そ
の
他
の
物
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃

つ
こ
と
が
で
き
る
。

（
相
手
に
向
け
て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
相
手
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
八
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
相
手
に
向
け
て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き

る
。

第
八
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
相
手
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で

き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
撃
つ
と
き
は
、
相
手
以
外
の
者
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
損
害
を
与
え
な
い
よ

う
、
事
態
の
急
迫
の
程
度
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、必
要
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
撃
つ
と
き
は
、
相
手
以
外
の
者
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
損
害
を
与
え
な
い

よ
う
、
事
態
の
急
迫
の
程
度
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
必
要
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
部
隊
組
織
及
び
複
数
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
）

（
部
隊
組
織
及
び
複
数
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
）

第
九
条

多
衆
犯
罪
の
鎮
圧
等
の
た
め
、
警
察
官
が
部
隊
組
織
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
場
の
部
隊
指
揮
官
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
状
況
が
急
迫
で
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
条

多
衆
犯
罪
の
鎮
圧
等
の
た
め
、
警
察
官
が
部
隊
組
織
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
場
の
部
隊
指
揮
官
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
状
況
が
急
迫
で
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
複
数
の
警
察
官
が
共
同
で
職
務
を
遂
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る
時
機
を
失
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
、
拳
銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
（
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃
を
率

先
し
て
行
う
べ
き
警
察
官
に
は
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
そ
の
旨
の
任
務
を
付
与
す
る
こ
と
そ
の
他
の
現
場
に
お
い

て
拳
銃
の
使
用
に
係
る
判
断
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
必
要
な
役
割
の
分
担
を
い
う
。）の
下
で
、
拳
銃
の

的
確
な
使
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
複
数
の
警
察
官
が
共
同
で
職
務
を
遂
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る
時
機
を
失
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
、
け
ん
銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
（
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃

を
率
先
し
て
行
う
べ
き
警
察
官
に
は
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
そ
の
旨
の
任
務
を
付
与
す
る
こ
と
そ
の
他
の
現
場
に

お
い
て
け
ん
銃
の
使
用
に
係
る
判
断
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
必
要
な
役
割
の
分
担
を
い
う
。）の
下
で
、

け
ん
銃
の
的
確
な
使
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

犯
罪
、
事
故
等
の
発
生
等
に
際
し
、
警
察
官
を
そ
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
職
務
を
担
当
す
る
者
は
、
複
数
の

警
察
官
を
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
現
場
に
向
か
わ
せ
る
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る
拳

銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
指
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

犯
罪
、
事
故
等
の
発
生
等
に
際
し
、
警
察
官
を
そ
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
職
務
を
担
当
す
る
者
は
、
複
数
の

警
察
官
を
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
現
場
に
向
か
わ
せ
る
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る

け
ん
銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
指
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
報
告
）

（
報
告
）

第
十
条

警
察
官
は
、
拳
銃
を
撃
つ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。）は
、
直
ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
（
人
に
危
害
を
与
え
て
い
な
い
場
合
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
所
属
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
訓
練
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。）は
、
直
ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
（
人
に
危
害
を
与
え
て
い
な
い
場
合
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
所
属
長
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
訓
練
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

六

そ
の
他
参
考
事
項
（
使
用
し
た
拳
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号
を
含
む
。）

六

そ
の
他
参
考
事
項
（
使
用
し
た
け
ん
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号
を
含
む
。）

２

前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
使
用
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
命
令
を

発
し
た
部
隊
指
揮
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
使
用
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
命
令

を
発
し
た
部
隊
指
揮
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
３
・
４

略
﹈

﹇
３
・
４

同
上
﹈

（
拳
銃
の
携
帯
）

（
け
ん
銃
の
携
帯
）

第
十
一
条

警
察
官
は
、
制
服
（
活
動
服
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
着
用
し
て
勤
務
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
携
帯

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条

警
察
官
は
、
制
服
（
活
動
服
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
着
用
し
て
勤
務
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
携

帯
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

八

雑
踏
警
備
に
従
事
す
る
場
合
等
で
拳
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
職
務
遂
行
上
特
に
支
障
が
あ
る
と
所
属
長
が

認
め
た
と
き
。

八

雑
踏
警
備
に
従
事
す
る
場
合
等
で
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
職
務
遂
行
上
特
に
支
障
が
あ
る
と
所
属
長

が
認
め
た
と
き
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
所
轄
庁
の
長
が
認
め
た
と

き
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
所
轄
庁
の
長
が
認
め
た

と
き
。

２

警
察
官
は
、
特
殊
の
被
服
又
は
私
服
を
着
用
し
て
勤
務
す
る
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
を
使
用
す
る
可
能
性
の

あ
る
職
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。

２

警
察
官
は
、
特
殊
の
被
服
又
は
私
服
を
着
用
し
て
勤
務
す
る
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
を
使
用
す
る
可
能
性

の
あ
る
職
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。

（
拳
銃
の
携
帯
方
法
）

（
拳
銃
の
携
帯
方
法
）

第
十
二
条

制
服
又
は
特
殊
の
被
服
を
着
用
し
て
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、拳
銃
入
れ
に
納
め
て
帯
革
に
付
け
、

右
腰
に
着
装
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
性
質
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
長
が
指
示
す

る
方
法
に
よ
り
携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

制
服
又
は
特
殊
の
被
服
を
着
用
し
て
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
入
れ
に
納
め
て
帯
革
に

付
け
、
右
腰
に
着
装
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
性
質
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
長
が

指
示
す
る
方
法
に
よ
り
携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

私
服
を
着
用
し
て
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
目
立
た
な
い
よ
う
適
宜
の
方
法
で
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

私
服
を
着
用
し
て
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、目
立
た
な
い
よ
う
適
宜
の
方
法
で
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
た
ま
の
装
塡
等
）

（
た
ま
の
装
て
ん
等
）

第
十
三
条

警
察
官
は
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
常
時
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数

の
た
ま
を
装
塡
し
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
充
塡
し
た
弾
倉
を
弾
倉
室
に

挿
入
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
常
時
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
長
官
が
別
に
定
め

る
数
の
た
ま
を
装
て
ん
し
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
充
て
ん
し
た
弾
倉

を
弾
倉
室
に
そ
う
入
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

（
拳
銃
の
安
全
規
則
）

（
け
ん
銃
の
安
全
規
則
）

第
十
四
条

警
察
官
は
、
拳
銃
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
安
全
規
則
を
厳
守
し
、
危
害
防
止
に
つ
い

て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
安
全
規
則
を
厳
守
し
、
危
害
防
止
に
つ

い
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

拳
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
開
き
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を

抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
、
た
ま
の
有
無
を
確
か
め
る
こ
と
。

一

け
ん
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
開
き
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は

弾
倉
を
抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
、
た
ま
の
有
無
を
確
か
め
る
こ
と
。

二

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
撃
鉄
を
起
こ
さ
ず
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
、
所

属
長
が
特
に
指
示
し
た
と
き
を
除
き
、
薬
室
に
た
ま
を
装
塡
し
な
い
こ
と
。

二

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
撃
鉄
を
起
こ
さ
ず
、自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
、

所
属
長
が
特
に
指
示
し
た
と
き
を
除
き
、
薬
室
に
た
ま
を
装
て
ん
し
な
い
こ
と
。

三

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
用
心
金
の
中
に
指
を
入
れ
な
い
こ
と
。

三

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
用
心
が
ね
の
中
に
指
を
入
れ
な
い
こ
と
。

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

五

拳
銃
を
他
人
に
渡
す
と
き
及
び
必
要
が
あ
つ
て
拳
銃
を
拳
銃
入
れ
か
ら
出
し
て
お
く
と
き
は
、
回
転
式
拳

銃
に
あ
つ
て
は
た
ま
を
抜
き
出
し
弾
倉
を
開
い
た
ま
ま
に
し
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
抜
き
出
し

遊
底
を
引
い
て
た
ま
が
薬
室
に
装
塡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

五

け
ん
銃
を
他
人
に
渡
す
と
き
及
び
必
要
が
あ
つ
て
け
ん
銃
を
け
ん
銃
入
れ
か
ら
出
し
て
お
く
と
き
は
、
回

転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
た
ま
を
抜
き
出
し
弾
倉
を
開
い
た
ま
ま
に
し
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉

を
抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
た
ま
が
薬
室
に
装
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

六

必
要
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
拳
銃
入
れ
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
し
、
又
は
こ
れ
を
弄
ば
な
い
こ
と
。

六

必
要
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
け
ん
銃
入
れ
か
ら
け
ん
銃
を
取
り
出
し
、
又
は
こ
れ
を
も
て
あ
そ
ば
な
い

こ
と
。

七

職
務
上
必
要
の
な
い
者
に
は
、
拳
銃
を
渡
し
、
又
は
拳
銃
に
手
を
触
れ
さ
せ
な
い
こ
と
。

七

職
務
上
必
要
の
な
い
者
に
は
、
け
ん
銃
を
渡
し
、
又
は
け
ん
銃
に
手
を
触
れ
さ
せ
な
い
こ
と
。
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（
訓
練
）

（
訓
練
）

第
十
五
条

所
轄
庁
の
長
は
、
適
正
か
つ
的
確
な
拳
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
を
図
る
た
め
、
所
属
の
警
察
官
の
拳

銃
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

所
轄
庁
の
長
は
、
適
正
か
つ
的
確
な
け
ん
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
を
図
る
た
め
、
所
属
の
警
察
官
の

け
ん
銃
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訓
練
責
任
者
）

（
訓
練
責
任
者
）

第
十
六
条

﹇
略
﹈

第
十
六
条

﹇
同
上
﹈

２

訓
練
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
拳
銃
訓
練
の
実
施
の
責
に
任
ず
る
。

２

訓
練
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
け
ん
銃
訓
練
の
実
施
の
責
に
任
ず
る
。

（
管
理
責
任
者
）

（
管
理
責
任
者
）

第
十
七
条

所
轄
庁
の
長
は
、
所
属
の
警
察
官
の
中
か
ら
、
拳
銃
等
（
拳
銃
、
た
ま
及
び
こ
れ
ら
の
付
属
品
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
管
理
責
任
者
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

所
轄
庁
の
長
は
、
所
属
の
警
察
官
の
中
か
ら
、
け
ん
銃
等
（
け
ん
銃
、
た
ま
及
び
こ
れ
ら
の
付
属
品

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
管
理
責
任
者
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
拳
銃
等
の
管
理
及
び
監
督
の
責
に
任
ず
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
け
ん
銃
等
の
管
理
及
び
監
督
の
責
に
任
ず
る
。

（
取
扱
責
任
者
）

（
取
扱
い
責
任
者
）

第
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
所
属
す
る
警
察
官
の
中
か
ら
、
拳
銃
等
の
取
扱
責
任
者
を
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
所
属
す
る
警
察
官
の
中
か
ら
、
け
ん
銃
等
の
取
扱
い
責
任
者

を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
取
扱
責
任
者
に
拳
銃
等
の
保
管
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
取
扱
い
責
任
者
に
け
ん
銃
等
の
保
管
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

一

警
察
官
が
、
長
期
欠
勤
又
は
心
身
の
故
障
の
た
め
、
拳
銃
等
を
保
管
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

一

警
察
官
が
、
長
期
欠
勤
ま
た
は
心
身
の
故
障
の
た
め
、
け
ん
銃
等
を
保
管
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
。

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

三

修
理
、
精
密
手
入
れ
等
の
た
め
、
拳
銃
を
集
め
る
と
き
。

三

修
理
、
精
密
手
入
れ
等
の
た
め
、
け
ん
銃
を
集
め
る
と
き
。

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

３

取
扱
責
任
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
拳
銃
等
の
保
管
の
責

め
に
任
ず
る
。

３

取
扱
い
責
任
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
け
ん
銃
等
の
保

管
の
責
め
に
任
ず
る
。

４

取
扱
責
任
者
は
、
拳
銃
等
を
保
管
す
る
と
き
は
、
安
全
な
格
納
庫
に
厳
重
に
保
管
し
て
、
そ
の

は
自
ら
保

管
す
る
も
の
と
し
、
不
在
の
と
き
は
、
必
ず
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
代
理
者
に
こ
れ
を
保
管
さ
せ
、
拳
銃
等
の

出
納
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

取
扱
い
責
任
者
は
、
け
ん
銃
等
を
保
管
す
る
と
き
は
、
安
全
な
格
納
庫
に
厳
重
に
保
管
し
て
、
そ
の
か
ぎ
は

み
ず
か
ら
保
管
す
る
も
の
と
し
、
不
在
の
と
き
は
、必
ず
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
代
理
者
に
こ
れ
を
保
管
さ
せ
、

け
ん
銃
等
の
出
納
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

取
扱
責
任
者
又
は
そ
の
指
定
す
る
代
理
者
は
、
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
等
の
授
受
に
当
た
つ

て
は
、
不
慮
の
危
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
慎
重
に
行
い
、
併
せ
て
そ
の
拳
銃
等
に
つ
い
て
損
傷
そ
の
他

異
常
の
有
無
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

取
扱
い
責
任
者
ま
た
は
そ
の
指
定
す
る
代
理
者
は
、
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃
等
の
授
受
に

あ
た
つ
て
は
、
不
慮
の
危
害
を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
特
に
慎
重
に
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
け
ん
銃
等
に
つ
い

て
損
傷
そ
の
他
異
常
の
有
無
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
個
人
の
拳
銃
等
の
保
管
責
任
）

（
個
人
の
け
ん
銃
等
の
保
管
責
任
）

第
十
九
条

警
察
官
は
、
貸
与
さ
れ
た
拳
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。
た
だ
し
、
携
帯
し
な
い
と
き
は
、
取

扱
責
任
者
に
保
管
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
管
を
依
頼
し
た
警
察
官
は
、
保
管

の
責
め
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条

警
察
官
は
、
貸
与
さ
れ
た
け
ん
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。
た
だ
し
、
携
帯
し
な
い
と
き
は
、

取
扱
い
責
任
者
に
保
管
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
管
を
依
頼
し
た
警
察
官
は
、

保
管
の
責
め
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
拳
銃
等
の
返
納
）

（
け
ん
銃
等
の
返
納
）

第
二
十
条

警
察
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
拳
銃
等
を
そ
の
部
署
の
取
扱

責
任
者
を
経
て
、
管
理
責
任
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

警
察
官
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
け
ん
銃
等
を
そ
の
部
署
の
取
扱
い
責

任
者
を
経
て
、
管
理
責
任
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

他
の
所
轄
庁
へ
転
任
又
は
配
置
換
え
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

二

他
の
所
轄
庁
へ
転
任
ま
た
は
配
置
換
え
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

﹇
三
・
四

略
﹈

﹇
三
・
四

同
上
﹈
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（
拳
銃
等
の
保
管
上
の
注
意
）

（
け
ん
銃
等
の
保
管
上
の
注
意
）

第
二
十
一
条

拳
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
者
は
、
次
の
事
項
を
守
り
、
拳
銃
等
の
保
管
に
つ
い
て
最
善
の

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

け
ん
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
者
は
、
次
の
事
項
を
守
り
、
け
ん
銃
等
の
保
管
に
つ
い
て
最

善
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

拳
銃
等
が
常
に
良
好
な
状
態
に
あ
り
、
い
つ
で
も
使
用
に
耐
え
る
よ
う
保
管
し
、
か
つ
、
粗
略
な
取
扱
い

に
よ
つ
て
損
傷
す
る
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一

け
ん
銃
等
が
常
に
良
好
な
状
態
に
あ
り
、
い
つ
で
も
使
用
に
た
え
る
よ
う
保
管
し
、
か
つ
、
粗
略
な
取
扱

い
に
よ
つ
て
損
傷
す
る
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

拳
銃
等
を
放
置
し
、
盗
ま
れ
、
遺
失
し
、
又
は
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

け
ん
銃
等
を
放
置
し
、
盗
ま
れ
、
遺
失
し
ま
た
は
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
記
録
票
）

（
記
録
票
）

第
二
十
二
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
は
、
所
轄
庁
の
拳
銃
等
の

貸
与
事
務
担
当
課
の
長
が
作
成
し
、
か
つ
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
票
は
、
所
轄
庁
の
け
ん
銃
等

の
貸
与
事
務
担
当
課
の
長
が
作
成
し
、
か
つ
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
等
の
亡
失
損
傷
等
の
報
告
）

（
け
ん
銃
等
の
亡
失
損
傷
等
の
報
告
）

第
二
十
三
条

警
察
官
は
、
拳
銃
等
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
状
況
を
管
理
責
任
者
に

報
告
し
、
報
告
を
受
け
た
管
理
責
任
者
は
、
そ
れ
を
所
轄
庁
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
等
を
亡
失
し
、
ま
た
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
状
況
を
管
理
責

任
者
に
報
告
し
、
報
告
を
受
け
た
管
理
責
任
者
は
、
そ
れ
を
所
轄
庁
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）は
、
拳
銃
の
亡
失
に
つ
い
て
前
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
事
故

の
日
時
、
場
所
、
事
故
者
の
所
属
、
官
職
及
び
氏
名
、
事
故
拳
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号

並
び
に
事
故
の
状
況
を
、
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）は
、
け
ん
銃
の
亡
失
に
つ
い
て
前
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に

事
故
の
日
時
、
場
所
、
事
故
者
の
所
属
、
官
職
お
よ
び
氏
名
、
事
故
け
ん
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長

お
よ
び
番
号
な
ら
び
に
事
故
の
状
況
を
、
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

拳
銃
に
特
異
又
は
重
大
な
損
傷
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

け
ん
銃
に
特
異
ま
た
は
重
大
な
損
傷
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
に
準
じ
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）は
、
所
属
の
警
察
官
の
亡
失
し
た
拳
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
発
見
の
日

時
及
び
場
所
、
発
見
さ
れ
た
拳
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号
並
び
に
発
見
の
状
況
を
長
官
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）は
、
所
属
の
警
察
官
の
亡
失
し
た
け
ん
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
発
見
の

日
時
お
よ
び
場
所
、
発
見
さ
れ
た
け
ん
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
お
よ
び
番
号
な
ら
び
に
発
見
の
状

況
を
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
の
亡
失
の
場
合
の
処
置
）

（
拳
銃
の
亡
失
の
場
合
の
処
置
）

第
二
十
五
条

﹇
略
﹈

第
二
十
五
条

﹇
同
上
﹈

２

所
轄
庁
の
長
は
、
亡
失
し
た
拳
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
科
学
警
察
研
究
所
長
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
轄
庁
の
長
は
、
亡
失
し
た
け
ん
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
科
学
警
察
研
究
所
長
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

拳
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査

第
六
章

け
ん
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査

（
拳
銃
の
手
入
れ
の
種
別
）

（
け
ん
銃
の
手
入
れ
の
種
別
）

第
二
十
六
条

拳
銃
の
手
入
れ
は
、
普
通
手
入
れ
及
び
精
密
手
入
れ
と
す
る
。

第
二
十
六
条

け
ん
銃
の
手
入
れ
は
、
普
通
手
入
れ
お
よ
び
精
密
手
入
れ
と
す
る
。

２

普
通
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
拳
銃
を
分
解
し
な
い
で
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
普
通
分

解
を
し
て
行
う
手
入
れ
を
い
い
、
精
密
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
拳
銃
を
分
解
し
て
、
自
動
式

拳
銃
に
あ
つ
て
は
精
密
分
解
を
し
て
行
う
手
入
れ
を
い
う
。

２

普
通
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
け
ん
銃
を
分
解
し
な
い
で
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は

普
通
分
解
を
し
て
行
な
う
手
入
れ
を
い
い
、
精
密
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
け
ん
銃
を
分
解

し
て
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
精
密
分
解
を
し
て
行
な
う
手
入
れ
を
い
う
。

（
拳
銃
の
普
通
手
入
れ
）

（
け
ん
銃
の
普
通
手
入
れ
）

第
二
十
七
条

警
察
官
は
、
携
帯
し
て
い
る
拳
銃
の
普
通
手
入
れ
を
機
会
あ
る
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条

警
察
官
は
、
携
帯
し
て
い
る
け
ん
銃
の
普
通
手
入
れ
を
機
会
あ
る
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

警
察
官
は
、
拳
銃
を
撃
つ
た
と
き
又
は
拳
銃
が
雨
雪
等
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
普

通
手
入
れ
を
行
い
、
そ
の
後
更
に
反
復
し
て
普
通
手
入
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
た
と
き
又
は
け
ん
銃
が
雨
雪
等
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か

に
普
通
手
入
れ
を
行
い
、
そ
の
後
更
に
反
復
し
て
普
通
手
入
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

取
扱
責
任
者
は
、
自
己
の
保
管
に
係
る
拳
銃
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回
以
上
普
通
手
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

取
扱
い
責
任
者
は
、
自
己
の
保
管
に
係
る
け
ん
銃
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回
以
上
普
通
手
入
れ
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
に
つ
い
て
前
項
の
手
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
警
察
官
に
手
入
れ

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃
に
つ
い
て
前
項
の
手
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
警
察
官
に
手
入

れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
拳
銃
の
精
密
手
入
れ
）

（
け
ん
銃
の
精
密
手
入
れ
）

第
二
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
拳
銃
の
精
密
手
入
れ
を
、
年
に
一
回
以
上
、
日
を
定
め
て
、
専

門
の
技
術
を
有
す
る
者
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
け
ん
銃
の
精
密
手
入
れ
を
、
年
に
一
回
以
上
、
日
を
定
め
て
、

専
門
の
技
術
を
有
す
る
者
に
行
な
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

警
察
官
は
、
拳
銃
を
水
中
に
落
と
し
た
場
合
又
は
拳
銃
が
著
し
く
汚
染
し
た
場
合
に
は
、
精
密
手
入
れ
を
管

理
責
任
者
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
水
中
に
落
と
し
た
場
合
、
ま
た
は
け
ん
銃
が
著
し
く
汚
染
し
た
場
合
に
は
、
精
密
手

入
れ
を
管
理
責
任
者
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
拳
銃
等
の
検
査
）

（
け
ん
銃
等
の
検
査
）

第
二
十
九
条

管
理
責
任
者
は
、
随
時
拳
銃
等
の
検
査
を
行
い
、
そ
の
保
管
の
状
況
を
監
督
し
、
損
傷
そ
の
他
機

能
障
害
の
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
修
理
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

管
理
責
任
者
は
、
随
時
け
ん
銃
等
の
検
査
を
行
な
い
、
そ
の
保
管
の
状
況
を
監
督
し
、
損
傷
そ
の

他
機
能
障
害
の
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
修
理
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
）

第
三
条

警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
訓
練
等
）

（
訓
練
等
）

第
六
条

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
。
以
下
「
拳

銃
規
範
」
と
い
う
。）第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
図
る
た
め
」
と
あ

る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の

は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、
拳
銃
規
範
第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」と
、

「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は「
指
定
所
属
」

と
、「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
。以
下「
け

ん
銃
規
範
」
と
い
う
。）第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
図
る
た
め
」

と
あ
る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、「
け
ん
銃
訓
練
」
と

あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本

部
長
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」と
あ
る
の
は「
指

定
所
属
」
と
、「
け
ん
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
特
殊
銃
の
使
用
）

（
特
殊
銃
の
使
用
）

第
十
三
条

﹇
１
・
２

略
﹈

第
十
三
条

﹇
１
・
２

同
上
﹈

３

拳
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
拳
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、
拳
銃

規
範
第
七
条
第
三
項
中
「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条
第
四
項

及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

け
ん
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、

け
ん
銃
規
範
第
七
条
第
三
項
中
「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条

第
四
項
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

（
報
告
）

第
十
四
条

﹇
略
﹈

第
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
警
察
官
が
特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き
（
盲

発
し
た
と
き
を
含
む
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察
官

は
、」と
あ
る
の
は
「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、

同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
所
轄

庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下「
長
官
」

と
い
う
。）を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

２

け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、指
定
警
察
官
が
特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き（
盲

発
し
た
と
き
を
含
む
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察

官
は
、」と
あ
る
の
は
「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
所
轄

庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下「
長
官
」

と
い
う
。）を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
拳
銃
規
範
の
準
用
）

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
け
ん
銃
規
範
の
準
用
）

第
十
八
条

拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条

ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項

中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
等
の

保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に
配
備
さ
れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
警

察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
二
条
中
「
所
轄

庁
の
拳
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
の
装
備
事
務
担
当
課
」と
、

拳
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
所

轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
事
故
拳
銃
」
と
あ
る
の
は「
事
故
特
殊
銃
」

と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る

の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、拳
銃
規
範
第
二
十
四
条
第
一
項
中「
別

記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
一
号
」と
、「
所
轄
庁
」

と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察
本
部
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の

は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記

様
式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五

条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第

一
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん

銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に
配
備
さ
れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
二

条
中
「
所
轄
庁
の
け
ん
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
の
装
備
事

務
担
当
課
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
事
故
け
ん
銃
」
と
あ

る
の
は
「
事
故
特
殊
銃
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四
項
中「
所
轄
庁
の
長（
長

官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
け
ん
銃
規
範

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記

様
式
第
一
号
」
と
、「
所
轄
庁
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察
本
部
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
五

条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特

殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
特
殊
銃
の
検
査
に
関
す
る
拳
銃
規
範
の
準
用
）

（
特
殊
銃
の
検
査
に
関
す
る
け
ん
銃
規
範
の
準
用
）

第
二
十
条

拳
銃
規
範
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
等
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
条

け
ん
銃
規
範
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
等
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
服
装
等
）

（
服
装
等
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

２

警
察
官
は
、
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
及

び
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
拳
銃
及
び
警
棒
を
着
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
察
官
は
、
警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）

及
び
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
け
ん
銃
及
び
警
棒
を
着
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
三
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
備
行
為
）

第
三
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）
第
十
九
条
の

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
提
出
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。





改

正

後

改

正

前

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定

一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則

の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則

（
指
定
の
基
準
等
）

（
指
定
の
基
準
等
）

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号

。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
又
は
第

。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定

三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」

に
よ
る
指
定
（
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
を

と
い
う
。
）
は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人

受
け
よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
の
申
請

等
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

２

指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
十
九
条
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
に

一

令
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
（
以
下
「

規
定
す
る
事
務
（
以
下
「
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
関
し
、
適
切
な

講
習
事
務
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
関
し
、
適
切
な
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

［
二
～
四

略
］

［
二
～
四

同
上
］

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ

第
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ

い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て

い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

い
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
及
び
別
記
様
式
第
一
号
の
フ
レ

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ

キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
係
る
記
録
媒
体

を
い
う
。
）
及
び
別
記
様
式
第
一
号
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ

別添４



と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

［
一
～
八

略
］

［
一
～
八

同
上
］

［
項
を
削
る
。
］

２

前
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
日
本
産

業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
項
を
削
る
。
］

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る

方
式
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
に
規

定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇

五
に
規
定
す
る
方
式

三

文
字
の
符
号
化
表
現
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
二
〇
八
附
属
書
一

に
規
定
す
る
方
式

［
項
を
削
る
。
］

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
日
本
産
業
規

格
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二
〇
八
に
規
定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本
産
業
規
格

Ｘ
〇
二
一
一
に
規
定
す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及
び
「
改
行
」
を
用
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
項
を
削
る
。
］

５

第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
に
規

定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

提
出
者
の
名
称

二

提
出
年
月
日



備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範

目
次

目
次

［
第
一
章
～
第
五
章

略
］

［
第
一
章
～
第
五
章

同
上
］

第
六
章

拳
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査
（
第
二
十
六
条－

第
二
十
九
条
）

第
六
章

け
ん
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査
（
第
二
十
六
条－

第
二
十
九
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
警
察
官
及
び
皇
宮
護
衛
官
が
拳
銃
を
適
正
か
つ
的
確
に
使

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
警
察
官
及
び
皇
宮
護
衛
官
が
け
ん
銃
を
適
正
か
つ
的
確
に

用
し
、
及
び
取
り
扱
う
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

使
用
し
、
及
び
取
り
扱
う
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
等
）

（
用
語
の
定
義
等
）

第
二
条

［
略
］

第
二
条

［
同
上
］

２

警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と

２

［
同
上
］

い
う
。
）
第
七
条
た
だ
し
書
第
一
号
に
規
定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長

期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
こ
に
あ
た
る
兇
悪
な
罪
」
に
当
た
る
罪
を
例
示

、

す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

三

前
二
号
に
掲
げ
る
罪
の
ほ
か
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ

三

［
同
上
］

す
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
凶
器
を
携
帯
す
る
な
ど
著
し
く
人
を
畏
怖
さ
せ
る

よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
罪
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の

［
イ
～
ホ

略
］

［
イ
～
ホ

同
上
］

ヘ

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一

ヘ

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一

条
の
三
第
一
項
の
罪
の
う
ち
当
該
拳
銃
等
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も

条
の
三
第
一
項
の
罪
の
う
ち
当
該
け
ん
銃
等
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の



の
、
同
法
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
の
罪
の
う
ち
当
該
猟
銃
を
携

も
の
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
の
罪
の
う
ち
当
該
猟
銃
を
携
帯

帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
及
び
同
法
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一

し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の
及
び
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
罪

号
の
罪
の
う
ち
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も

の
う
ち
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
も
の

の
ト

［
略
］

ト

［
同
上
］

（
皇
宮
護
衛
官
へ
の
準
用
）

（
皇
宮
護
衛
官
へ
の
準
用
）

第
三
条

第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、
皇
宮
護
衛
官
の
拳
銃
の
使
用
及
び

第
三
条

第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、
皇
宮
護
衛
官
の
け
ん
銃
の
使
用
及

取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

び
取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
あ
ら
か
じ
め
拳
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
あ
ら
か
じ
め
け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
四
条

警
察
官
は
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

第
四
条

警
察
官
は
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
場
合

お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
拳
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
場
合
に
は
、
拳
銃
を
奪
取
さ
れ

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
取
り
出
し
て
お
く
場
合
に
は
、
け
ん
銃
を
奪
取

る
こ
と
の
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
相
手
を
殊
更
に
刺
激
し
な

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
相
手
を
殊
更
に
刺
激

い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
け
ん
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
五
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
手
に
向

第
五
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
手
に
向

け
て
拳
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

け
て
け
ん
銃
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
構
え
る
場
合
に
は
、
相
手
の
人
数
、
凶
器
の
有
無

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
構
え
る
場
合
に
は
、
相
手
の
人
数
、
凶
器
の
有

及
び
種
類
、
犯
罪
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
適
切
な
構
え
方
を
す
る
も
の

無
及
び
種
類
、
犯
罪
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
適
切
な
構
え
方
を
す
る
も

と
す
る
。

の
と
す
る
。

（
拳
銃
を
撃
つ
場
合
の
予
告
）

（
け
ん
銃
を
撃
つ
場
合
の
予
告
）

第
六
条

拳
銃
を
撃
と
う
と
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
を
相
手
に
予
告
す
る

第
六
条

け
ん
銃
を
撃
と
う
と
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
を
相
手
に
予
告

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
予
告
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
予
告
す
る
い
と
ま
の
な
い

又
は
予
告
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
の
違
法
行
為
等
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

と
き
又
は
予
告
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
の
違
法
行
為
等
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ



認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
威
嚇
射
撃
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
威
か
く
射
撃
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
七
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
多
衆
を
相
手

第
七
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
多
衆
を
相
手

に
す
る
と
き
、
相
手
に
向
け
て
拳
銃
を
構
え
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い
と

に
す
る
と
き
、
相
手
に
向
け
て
け
ん
銃
を
構
え
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い

認
め
る
と
き
そ
の
他
威
嚇
の
た
め
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る

と
認
め
る
と
き
そ
の
他
威
か
く
の
た
め
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
相
手
の
行
為
を
制

手
段
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
上
空
そ
の
他
の
安
全
な
方
向
に
向

止
す
る
手
段
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
上
空
そ
の
他
の
安
全
な
方

け
て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

向
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
威
嚇
射
撃
を
す
る
場
合
に
は
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
威
か
く
射
撃
を
す
る
場
合
に
は
、
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、

は
損
害
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
射
撃
の
時
機
及
び
方
向
に
注
意
す
る
と
と

又
は
損
害
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
射
撃
の
時
機
及
び
方
向
に
注
意
す
る
と

も
に
、
そ
の
回
数
も
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
と
す
る
。

と
も
に
、
そ
の
回
数
も
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
と
す
る
。

３

事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
威
嚇
射
撃
を
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
、
威
嚇
射
撃
を

３

事
態
が
急
迫
で
あ
つ
て
威
か
く
射
撃
を
す
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
、
威
か
く
射

し
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
周
囲
の
状
況
に
照
ら
し

撃
を
し
て
も
相
手
が
行
為
を
中
止
し
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
周
囲
の
状
況
に
照

人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

ら
し
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃
に
先
立
つ
て
威
嚇
射
撃
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

と
き
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃
に
先
立
つ
て
威
か
く
射
撃
を
す
る
こ
と
を
要

。

し
な
い
。

４

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場

４

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
官
は
、
法
第
七
条
本
文
に
規
定
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い

て
、
狂
犬
等
の
動
物
そ
の
他
の
物
に
向
け
て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

て
、
狂
犬
等
の
動
物
そ
の
他
の
物
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

（
相
手
に
向
け
て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
相
手
に
向
け
て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
八
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
相
手
に
向
け

第
八
条

警
察
官
は
、
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
相
手
に
向
け

て
拳
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

て
け
ん
銃
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
撃
つ
と
き
は
、
相
手
以
外
の
者
に
危
害
を
及
ぼ
し

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
撃
つ
と
き
は
、
相
手
以
外
の
者
に
危
害
を
及
ぼ

、
又
は
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
態
の
急
迫
の
程
度
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他
の

し
、
又
は
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
態
の
急
迫
の
程
度
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他

事
情
に
応
じ
、
必
要
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
事
情
に
応
じ
、
必
要
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
部
隊
組
織
及
び
複
数
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
）

（
部
隊
組
織
及
び
複
数
に
よ
り
行
動
す
る
場
合
）

第
九
条

多
衆
犯
罪
の
鎮
圧
等
の
た
め
、
警
察
官
が
部
隊
組
織
に
よ
り
行
動
す
る
場

第
九
条

多
衆
犯
罪
の
鎮
圧
等
の
た
め
、
警
察
官
が
部
隊
組
織
に
よ
り
行
動
す
る
場

合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
使
用
す
る
と
き
は

合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
使
用
す
る
と
き

、
そ
の
場
の
部
隊
指
揮
官
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
状
況

は
、
そ
の
場
の
部
隊
指
揮
官
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
状

が
急
迫
で
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

況
が
急
迫
で
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
複
数
の
警
察
官
が
共
同
で
職
務
を
遂
行
す
る
場

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
複
数
の
警
察
官
が
共
同
で
職
務
を
遂
行
す
る
場

合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ

合
に
お
い
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ

る
と
き
は
、
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る
時
機
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き

れ
る
と
き
は
、
相
手
の
行
為
を
制
止
す
る
時
機
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
で

る
限
り
、
拳
銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
（
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
射
撃

き
る
限
り
、
け
ん
銃
の
使
用
に
係
る
適
切
な
役
割
分
担
（
前
二
条
の
規
定
に
よ
る

を
率
先
し
て
行
う
べ
き
警
察
官
に
は
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
そ
の
旨
の
任
務
を
付
与

射
撃
を
率
先
し
て
行
う
べ
き
警
察
官
に
は
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
そ
の
旨
の
任
務
を

す
る
こ
と
そ
の
他
の
現
場
に
お
い
て
拳
銃
の
使
用
に
係
る
判
断
を
迅
速
か
つ
的
確

付
与
す
る
こ
と
そ
の
他
の
現
場
に
お
い
て
け
ん
銃
の
使
用
に
係
る
判
断
を
迅
速
か

に
行
う
た
め
必
要
な
役
割
の
分
担
を
い
う
。
）
の
下
で
、
拳
銃
の
的
確
な
使
用
に

つ
的
確
に
行
う
た
め
必
要
な
役
割
の
分
担
を
い
う
。
）
の
下
で
、
け
ん
銃
の
的
確

努
め
る
も
の
と
す
る
。

な
使
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

犯
罪
、
事
故
等
の
発
生
等
に
際
し
、
警
察
官
を
そ
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
職
務

３

犯
罪
、
事
故
等
の
発
生
等
に
際
し
、
警
察
官
を
そ
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
職
務

を
担
当
す
る
者
は
、
複
数
の
警
察
官
を
拳
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
現
場
に
向
か

を
担
当
す
る
者
は
、
複
数
の
警
察
官
を
け
ん
銃
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
現
場
に
向

わ
せ
る
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る
拳
銃
の
使
用
に
係
る
適
切

か
わ
せ
る
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る
け
ん
銃
の
使
用
に
係
る

な
役
割
分
担
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
指
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

適
切
な
役
割
分
担
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
指
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

（
報
告
）

第
十
条

警
察
官
は
、
拳
銃
を
撃
つ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
直

第
十
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、

ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
人
に
危
害
を
与
え
て
い
な
い
場
合
は
、
第
一

直
ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
人
に
危
害
を
与
え
て
い
な
い
場
合
は
、
第

号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
所
属
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
所
属
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

な
い
。
た
だ
し
、
訓
練
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ら
な
い
。
た
だ
し
、
訓
練
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

［
一
～
五

略
］

［
一
～
五

同
上
］

六

そ
の
他
参
考
事
項
（
使
用
し
た
拳
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び

六

そ
の
他
参
考
事
項
（
使
用
し
た
け
ん
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及



番
号
を
含
む
。
）

び
番
号
を
含
む
。
）

２

前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
を
使
用
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規

２

前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
を
使
用
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
の

定
に
よ
る
報
告
は
、
命
令
を
発
し
た
部
隊
指
揮
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。

規
定
に
よ
る
報
告
は
、
命
令
を
発
し
た
部
隊
指
揮
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。

［
３
・
４

略
］

［
３
・
４

同
上
］

（
拳
銃
の
携
帯
）

（
け
ん
銃
の
携
帯
）

第
十
一
条

警
察
官
は
、
制
服
（
活
動
服
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
着
用
し
て
勤

第
十
一
条

警
察
官
は
、
制
服
（
活
動
服
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
着
用
し
て
勤

務
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず

務
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

［
一
～
七

略
］

［
一
～
七

同
上
］

八

雑
踏
警
備
に
従
事
す
る
場
合
等
で
拳
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
職
務
遂
行
上
特

八

雑
踏
警
備
に
従
事
す
る
場
合
等
で
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
職
務
遂
行
上

に
支
障
が
あ
る
と
所
属
長
が
認
め
た
と
き
。

特
に
支
障
が
あ
る
と
所
属
長
が
認
め
た
と
き
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ

と
所
轄
庁
の
長
が
認
め
た
と
き
。

る
と
所
轄
庁
の
長
が
認
め
た
と
き
。

２

警
察
官
は
、
特
殊
の
被
服
又
は
私
服
を
着
用
し
て
勤
務
す
る
場
合
に
お
い
て
、

２

警
察
官
は
、
特
殊
の
被
服
又
は
私
服
を
着
用
し
て
勤
務
す
る
場
合
に
お
い
て
、

拳
銃
を
使
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
職
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
拳
銃
を
携
帯
す
る

け
ん
銃
を
使
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
職
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
け
ん
銃
を
携
帯

も
の
と
す
る
。

す
る
も
の
と
す
る
。

（
拳
銃
の
携
帯
方
法
）

（
拳
銃
の
携
帯
方
法
）

第
十
二
条

制
服
又
は
特
殊
の
被
服
を
着
用
し
て
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
拳
銃

第
十
二
条

制
服
又
は
特
殊
の
被
服
を
着
用
し
て
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
け

入
れ
に
納
め
て
帯
革
に
付
け
、
右
腰
に
着
装
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務

ん
銃
入
れ
に
納
め
て
帯
革
に
付
け
、
右
腰
に
着
装
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

の
性
質
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
長
が
指
示
す
る
方
法
に
よ
り
携
帯

職
務
の
性
質
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
長
が
指
示
す
る
方
法
に
よ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］

３

私
服
を
着
用
し
て
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
目
立
た
な
い
よ
う
適
宜
の
方
法

３

私
服
を
着
用
し
て
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
目
立
た
な
い
よ
う
適
宜
の
方

で
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
拳
銃
の
使
用
が
予

法
で
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
け
ん
銃
の
使
用



想
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
た
ま
の
装
塡
等
）

（
た
ま
の
装
て
ん
等
）

第
十
三
条

警
察
官
は
、
拳
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
常
時
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ

第
十
三
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
常
時
、
回
転
式
け
ん
銃
に

て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
装
塡
し
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
長
官

あ
つ
て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
装
て
ん
し
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ

が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
充
塡
し
た
弾
倉
を
弾
倉
室
に
挿
入
し
て
お
く
も
の
と

て
は
長
官
が
別
に
定
め
る
数
の
た
ま
を
充
て
ん
し
た
弾
倉
を
弾
倉
室
に
そ
う
入
し

す
る
。

て
お
く
も
の
と
す
る
。

（
拳
銃
の
安
全
規
則
）

（
け
ん
銃
の
安
全
規
則
）

第
十
四
条

警
察
官
は
、
拳
銃
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
安
全
規
則
を

第
十
四
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
安
全
規
則

厳
守
し
、
危
害
防
止
に
つ
い
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
厳
守
し
、
危
害
防
止
に
つ
い
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

拳
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
開
き
、
自
動

一

け
ん
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
開
き
、

式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
、
た
ま
の
有
無
を
確
か

自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
、
た
ま
の
有
無

め
る
こ
と
。

を
確
か
め
る
こ
と
。

二

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
撃
鉄
を
起
こ
さ
ず
、
自

二

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
撃
鉄
を
起
こ
さ
ず
、

動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
、
所
属
長
が
特
に
指
示
し
た
と
き
を
除
き
、
薬
室
に
た

自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
、
所
属
長
が
特
に
指
示
し
た
と
き
を
除
き
、
薬
室

ま
を
装
塡
し
な
い
こ
と
。

に
た
ま
を
装
て
ん
し
な
い
こ
と
。

三

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
用
心
金
の
中
に
指
を
入
れ
な
い
こ
と
。

三

射
撃
す
る
と
き
の
ほ
か
、
用
心
が
ね
の
中
に
指
を
入
れ
な
い
こ
と
。

四

［
略
］

四

［
同
上
］

五

拳
銃
を
他
人
に
渡
す
と
き
及
び
必
要
が
あ
つ
て
拳
銃
を
拳
銃
入
れ
か
ら
出
し

五

け
ん
銃
を
他
人
に
渡
す
と
き
及
び
必
要
が
あ
つ
て
け
ん
銃
を
け
ん
銃
入
れ
か

て
お
く
と
き
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
た
ま
を
抜
き
出
し
弾
倉
を
開
い
た

ら
出
し
て
お
く
と
き
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
た
ま
を
抜
き
出
し
弾
倉

ま
ま
に
し
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
抜
き
出
し
遊
底
を
引
い
て
た
ま

を
開
い
た
ま
ま
に
し
、
自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
弾
倉
を
抜
き
出
し
遊
底
を

が
薬
室
に
装
塡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

引
い
て
た
ま
が
薬
室
に
装
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

六

必
要
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
拳
銃
入
れ
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
し
、
又
は
こ
れ

六

必
要
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
け
ん
銃
入
れ
か
ら
け
ん
銃
を
取
り
出
し
、
又

を
弄
ば
な
い
こ
と
。

は
こ
れ
を
も
て
あ
そ
ば
な
い
こ
と
。

七

職
務
上
必
要
の
な
い
者
に
は
、
拳
銃
を
渡
し
、
又
は
拳
銃
に
手
を
触
れ
さ
せ

七

職
務
上
必
要
の
な
い
者
に
は
、
け
ん
銃
を
渡
し
、
又
は
け
ん
銃
に
手
を
触
れ



な
い
こ
と
。

さ
せ
な
い
こ
と
。

（
訓
練
）

（
訓
練
）

第
十
五
条

所
轄
庁
の
長
は
、
適
正
か
つ
的
確
な
拳
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
を
図
る

第
十
五
条

所
轄
庁
の
長
は
、
適
正
か
つ
的
確
な
け
ん
銃
の
使
用
及
び
取
扱
い
を
図

た
め
、
所
属
の
警
察
官
の
拳
銃
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
た
め
、
所
属
の
警
察
官
の
け
ん
銃
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訓
練
責
任
者
）

（
訓
練
責
任
者
）

第
十
六
条

［
略
］

第
十
六
条

［
同
上
］

２

訓
練
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
拳
銃
訓
練
の
実
施
の
責
に
任
ず

２

訓
練
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
け
ん
銃
訓
練
の
実
施
の
責
に
任

る
。

ず
る
。

（
管
理
責
任
者
）

（
管
理
責
任
者
）

第
十
七
条

所
轄
庁
の
長
は
、
所
属
の
警
察
官
の
中
か
ら
、
拳
銃
等
（
拳
銃
、
た
ま

第
十
七
条

所
轄
庁
の
長
は
、
所
属
の
警
察
官
の
中
か
ら
、
け
ん
銃
等
（
け
ん
銃
、

及
び
こ
れ
ら
の
付
属
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理
責
任
者
を
指
定
す
る
も

た
ま
及
び
こ
れ
ら
の
付
属
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理
責
任
者
を
指
定
す

の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
拳
銃
等
の
管
理
及
び
監
督
の
責

２

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
お
け
る
け
ん
銃
等
の
管
理
及
び
監
督
の

に
任
ず
る
。

責
に
任
ず
る
。

（
取
扱
責
任
者
）

（
取
扱
い
責
任
者
）

第
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
所
属
す
る
警
察
官
の
中
か
ら
、

第
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
に
所
属
す
る
警
察
官
の
中
か
ら
、

拳
銃
等
の
取
扱
責
任
者
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

け
ん
銃
等
の
取
扱
い
責
任
者
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

管
理
責
任
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
取
扱
責
任
者

２

管
理
責
任
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
取
扱
い
責
任
者
に
け

に
拳
銃
等
の
保
管
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ん
銃
等
の
保
管
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

警
察
官
が
、
長
期
欠
勤
又
は
心
身
の
故
障
の
た
め
、
拳
銃
等
を
保
管
す
る
こ

一

警
察
官
が
、
長
期
欠
勤
ま
た
は
心
身
の
故
障
の
た
め
、
け
ん
銃
等
を
保
管
す

と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

［
略
］

二

［
同
上
］

三

修
理
、
精
密
手
入
れ
等
の
た
め
、
拳
銃
を
集
め
る
と
き
。

三

修
理
、
精
密
手
入
れ
等
の
た
め
、
け
ん
銃
を
集
め
る
と
き
。

四

［
略
］

四

［
同
上
］



３

取
扱
責
任
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は

３

取
扱
い
責
任
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と

、
そ
の
拳
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。

き
は
、
そ
の
け
ん
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。

４

取
扱
責
任
者
は
、
拳
銃
等
を
保
管
す
る
と
き
は
、
安
全
な
格
納
庫
に
厳
重
に
保

４

取
扱
い
責
任
者
は
、
け
ん
銃
等
を
保
管
す
る
と
き
は
、
安
全
な
格
納
庫
に
厳
重

管
し
て
、
そ
の
鍵
は
自
ら
保
管
す
る
も
の
と
し
、
不
在
の
と
き
は
、
必
ず
あ
ら
か

に
保
管
し
て
、
そ
の
か
ぎ
は
み
ず
か
ら
保
管
す
る
も
の
と
し
、
不
在
の
と
き
は
、

じ
め
指
定
す
る
代
理
者
に
こ
れ
を
保
管
さ
せ
、
拳
銃
等
の
出
納
に
支
障
の
な
い
よ

必
ず
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
代
理
者
に
こ
れ
を
保
管
さ
せ
、
け
ん
銃
等
の
出
納
に

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
障
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

取
扱
責
任
者
又
は
そ
の
指
定
す
る
代
理
者
は
、
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ

５

取
扱
い
責
任
者
ま
た
は
そ
の
指
定
す
る
代
理
者
は
、
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼

た
拳
銃
等
の
授
受
に
当
た
つ
て
は
、
不
慮
の
危
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
慎

さ
れ
た
け
ん
銃
等
の
授
受
に
あ
た
つ
て
は
、
不
慮
の
危
害
を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う

重
に
行
い
、
併
せ
て
そ
の
拳
銃
等
に
つ
い
て
損
傷
そ
の
他
異
常
の
有
無
を
検
査
し

特
に
慎
重
に
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
け
ん
銃
等
に
つ
い
て
損
傷
そ
の
他
異
常
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
無
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
個
人
の
拳
銃
等
の
保
管
責
任
）

（
個
人
の
け
ん
銃
等
の
保
管
責
任
）

第
十
九
条

警
察
官
は
、
貸
与
さ
れ
た
拳
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。
た
だ
し

第
十
九
条

警
察
官
は
、
貸
与
さ
れ
た
け
ん
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
。
た
だ

、
携
帯
し
な
い
と
き
は
、
取
扱
責
任
者
に
保
管
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

し
、
携
帯
し
な
い
と
き
は
、
取
扱
い
責
任
者
に
保
管
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
場
合
に
お
い
て
、
保
管
を
依
頼
し
た
警
察
官
は
、
保
管
の
責
め
を
免
れ
る
も
の

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
管
を
依
頼
し
た
警
察
官
は
、
保
管
の
責
め
を
免
れ
る

と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
拳
銃
等
の
返
納
）

（
け
ん
銃
等
の
返
納
）

第
二
十
条

警
察
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
二
十
条

警
察
官
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
け
ん
銃

拳
銃
等
を
そ
の
部
署
の
取
扱
責
任
者
を
経
て
、
管
理
責
任
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば

等
を
そ
の
部
署
の
取
扱
い
責
任
者
を
経
て
、
管
理
責
任
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な

な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

他
の
所
轄
庁
へ
転
任
又
は
配
置
換
え
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

二

他
の
所
轄
庁
へ
転
任
ま
た
は
配
置
換
え
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

［
三
・
四

略
］

［
三
・
四

同
上
］

（
拳
銃
等
の
保
管
上
の
注
意
）

（
け
ん
銃
等
の
保
管
上
の
注
意
）



第
二
十
一
条

拳
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
者
は
、
次
の
事
項
を
守
り
、
拳
銃

第
二
十
一
条

け
ん
銃
等
の
保
管
の
責
め
に
任
ず
る
者
は
、
次
の
事
項
を
守
り
、
け

等
の
保
管
に
つ
い
て
最
善
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ん
銃
等
の
保
管
に
つ
い
て
最
善
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

拳
銃
等
が
常
に
良
好
な
状
態
に
あ
り
、
い
つ
で
も
使
用
に
耐
え
る
よ
う
保
管

一

け
ん
銃
等
が
常
に
良
好
な
状
態
に
あ
り
、
い
つ
で
も
使
用
に
た
え
る
よ
う
保

し
、
か
つ
、
粗
略
な
取
扱
い
に
よ
つ
て
損
傷
す
る
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

管
し
、
か
つ
、
粗
略
な
取
扱
い
に
よ
つ
て
損
傷
す
る
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に

る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

二

拳
銃
等
を
放
置
し
、
盗
ま
れ
、
遺
失
し
、
又
は
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

二

け
ん
銃
等
を
放
置
し
、
盗
ま
れ
、
遺
失
し
ま
た
は
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

う
に
す
る
こ
と
。

よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
記
録
票
）

（
記
録
票
）

第
二
十
二
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録

第
二
十
二
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録

票
は
、
所
轄
庁
の
拳
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
の
長
が
作
成
し
、
か
つ
、
保
存
し

票
は
、
所
轄
庁
の
け
ん
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
の
長
が
作
成
し
、
か
つ
、
保
存

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
等
の
亡
失
損
傷
等
の
報
告
）

（
け
ん
銃
等
の
亡
失
損
傷
等
の
報
告
）

第
二
十
三
条

警
察
官
は
、
拳
銃
等
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
直
ち
に

第
二
十
三
条

警
察
官
は
、
け
ん
銃
等
を
亡
失
し
、
ま
た
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
た

そ
の
状
況
を
管
理
責
任
者
に
報
告
し
、
報
告
を
受
け
た
管
理
責
任
者
は
、
そ
れ
を

だ
ち
に
そ
の
状
況
を
管
理
責
任
者
に
報
告
し
、
報
告
を
受
け
た
管
理
責
任
者
は
、

所
轄
庁
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
所
轄
庁
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
は
、
拳
銃
の
亡
失
に
つ
い
て
前
項
の
報
告
を

２

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
は
、
け
ん
銃
の
亡
失
に
つ
い
て
前
項
の
報
告

受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
事
故
の
日
時
、
場
所
、
事
故
者
の
所
属
、
官
職
及
び
氏

を
受
け
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
事
故
の
日
時
、
場
所
、
事
故
者
の
所
属
、
官
職
お

名
、
事
故
拳
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号
並
び
に
事
故
の
状
況

よ
び
氏
名
、
事
故
け
ん
銃
の
名
称
、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
お
よ
び
番
号
な
ら
び

を
、
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
事
故
の
状
況
を
、
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

拳
銃
に
特
異
又
は
重
大
な
損
傷
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
報

３

け
ん
銃
に
特
異
ま
た
は
重
大
な
損
傷
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
に
準
じ
て
報
告

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
は
、
所
属
の
警
察
官
の
亡
失
し
た
拳
銃
が
発

４

所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
は
、
所
属
の
警
察
官
の
亡
失
し
た
け
ん
銃
が

見
さ
れ
た
と
き
は
、
発
見
の
日
時
及
び
場
所
、
発
見
さ
れ
た
拳
銃
の
名
称
、
型
式

発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
発
見
の
日
時
お
よ
び
場
所
、
発
見
さ
れ
た
け
ん
銃
の
名
称

、
口
径
、
銃
身
長
及
び
番
号
並
び
に
発
見
の
状
況
を
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

、
型
式
、
口
径
、
銃
身
長
お
よ
び
番
号
な
ら
び
に
発
見
の
状
況
を
長
官
に
報
告
し



ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拳
銃
の
亡
失
の
場
合
の
処
置
）

（
拳
銃
の
亡
失
の
場
合
の
処
置
）

第
二
十
五
条

［
略
］

第
二
十
五
条

［
同
上
］

２

所
轄
庁
の
長
は
、
亡
失
し
た
拳
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
科
学
警

２

所
轄
庁
の
長
は
、
亡
失
し
た
け
ん
銃
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
科
学

察
研
究
所
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

警
察
研
究
所
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

拳
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査

第
六
章

け
ん
銃
等
の
手
入
れ
及
び
検
査

（
拳
銃
の
手
入
れ
の
種
別
）

（
け
ん
銃
の
手
入
れ
の
種
別
）

第
二
十
六
条

拳
銃
の
手
入
れ
は
、
普
通
手
入
れ
及
び
精
密
手
入
れ
と
す
る
。

第
二
十
六
条

け
ん
銃
の
手
入
れ
は
、
普
通
手
入
れ
お
よ
び
精
密
手
入
れ
と
す
る
。

２

普
通
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
拳
銃
を
分
解
し
な
い
で
、
自
動

２

普
通
手
入
れ
と
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
け
ん
銃
を
分
解
し
な
い
で
、

式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
普
通
分
解
を
し
て
行
う
手
入
れ
を
い
い
、
精
密
手
入
れ
と
は

自
動
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
普
通
分
解
を
し
て
行
な
う
手
入
れ
を
い
い
、
精
密
手

、
回
転
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
拳
銃
を
分
解
し
て
、
自
動
式
拳
銃
に
あ
つ
て
は
精
密

入
れ
と
は
、
回
転
式
け
ん
銃
に
あ
つ
て
は
け
ん
銃
を
分
解
し
て
、
自
動
式
け
ん
銃

分
解
を
し
て
行
う
手
入
れ
を
い
う
。

に
あ
つ
て
は
精
密
分
解
を
し
て
行
な
う
手
入
れ
を
い
う
。

（
拳
銃
の
普
通
手
入
れ
）

（
け
ん
銃
の
普
通
手
入
れ
）

第
二
十
七
条

警
察
官
は
、
携
帯
し
て
い
る
拳
銃
の
普
通
手
入
れ
を
機
会
あ
る
ご
と

第
二
十
七
条

警
察
官
は
、
携
帯
し
て
い
る
け
ん
銃
の
普
通
手
入
れ
を
機
会
あ
る
ご

に
行
う
も
の
と
す
る
。

と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

警
察
官
は
、
拳
銃
を
撃
つ
た
と
き
又
は
拳
銃
が
雨
雪
等
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
は

２

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
撃
つ
た
と
き
又
は
け
ん
銃
が
雨
雪
等
に
さ
ら
さ
れ
た
と

、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
普
通
手
入
れ
を
行
い
、
そ
の
後
更
に
反
復
し
て
普
通
手

き
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
普
通
手
入
れ
を
行
い
、
そ
の
後
更
に
反
復
し
て
普

入
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
手
入
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

取
扱
責
任
者
は
、
自
己
の
保
管
に
係
る
拳
銃
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回
以
上
普

３

取
扱
い
責
任
者
は
、
自
己
の
保
管
に
係
る
け
ん
銃
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回
以

通
手
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
普
通
手
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
に
つ
い
て
前
項
の
手
入
れ
を
行
う
と
き

４

警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃
に
つ
い
て
前
項
の
手
入
れ
を
行
う
と

は
、
そ
の
警
察
官
に
手
入
れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
は
、
そ
の
警
察
官
に
手
入
れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
拳
銃
の
精
密
手
入
れ
）

（
け
ん
銃
の
精
密
手
入
れ
）

第
二
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
拳
銃
の
精
密
手
入
れ
を
、
年
に
一

第
二
十
八
条

管
理
責
任
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
け
ん
銃
の
精
密
手
入
れ
を
、
年
に



回
以
上
、
日
を
定
め
て
、
専
門
の
技
術
を
有
す
る
者
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一
回
以
上
、
日
を
定
め
て
、
専
門
の
技
術
を
有
す
る
者
に
行
な
わ
せ
る
も
の
と
す

る
。

２

警
察
官
は
、
拳
銃
を
水
中
に
落
と
し
た
場
合
又
は
拳
銃
が
著
し
く
汚
染
し
た
場

２

警
察
官
は
、
け
ん
銃
を
水
中
に
落
と
し
た
場
合
、
ま
た
は
け
ん
銃
が
著
し
く
汚

合
に
は
、
精
密
手
入
れ
を
管
理
責
任
者
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

染
し
た
場
合
に
は
、
精
密
手
入
れ
を
管
理
責
任
者
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

（
拳
銃
等
の
検
査
）

（
け
ん
銃
等
の
検
査
）

第
二
十
九
条

管
理
責
任
者
は
、
随
時
拳
銃
等
の
検
査
を
行
い
、
そ
の
保
管
の
状
況

第
二
十
九
条

管
理
責
任
者
は
、
随
時
け
ん
銃
等
の
検
査
を
行
な
い
、
そ
の
保
管
の

を
監
督
し
、
損
傷
そ
の
他
機
能
障
害
の
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
修

状
況
を
監
督
し
、
損
傷
そ
の
他
機
能
障
害
の
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
み
や

理
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
に
修
理
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
訓
練
等
）

（
訓
練
等
）

第
六
条

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員

第
六
条

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委

会
規
則
第
七
号
。
以
下
「
拳
銃
規
範
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の

員
会
規
則
第
七
号
。
以
下
「
け
ん
銃
規
範
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
及
び
第
十
六

規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規

条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け

範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
図
る
た

ん
銃
規
範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「

め
」
と
あ
る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、
「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「

図
る
た
め
」
と
あ
る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、
「
所
属
」
と
あ
る

指
定
所
属
」
と
、
「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、
拳
銃
規
範

の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
「
け
ん
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、

第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
所

け
ん
銃
規
範
第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長

属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と

」
と
、
「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ

あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と

た
部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
「
け
ん
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

殊
銃
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
特
殊
銃
の
使
用
）

（
特
殊
銃
の
使
用
）

第
十
三
条

［
１
・
２

略
］

第
十
三
条

［
１
・
２

同
上
］

３

拳
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て
準

３

け
ん
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第

中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、
拳
銃
規
範
第
七
条
第
三
項
中

一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
七
条
第

「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、

四
項
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
読
み

同
条
第
四
項
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」

替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

（
報
告
）



第
十
四
条

［
略
］

第
十
四
条

［
同
上
］

２

拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
警
察
官
が

２

け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
警
察
官

特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

が
特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き
（
盲
発
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察
官
は
、
」
と
あ
る
の
は

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察
官
は
、
」
と
あ
る

「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所

の
は
「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指

属
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、
「

定
所
属
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と

前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本

、
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警

部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と

察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官

い
う
。
）
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
長
官
」
と
あ
る

」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
長
官
」
と

の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
拳
銃
規
範
の
準
用
）

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
け
ん
銃
規
範
の
準
用
）

第
十
八
条

拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第

第
十
八
条

け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に

二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用
す

第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た

」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃

部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り

等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に
配
備
さ

け
ん
銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に

れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
等
」
と
あ

配
備
さ
れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃

る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
二
条
中
「
所
轄
庁
の
拳
銃
等
の
貸

等
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
二
条
中
「
所
轄
庁
の

与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
の
装
備
事
務
担

け
ん
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部

当
課
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「

の
装
備
事
務
担
当
課
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長

警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を

る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
事
故
拳
銃
」
と
あ
る
の
は
「
事
故
特
殊
銃
」
と

除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
事
故
け
ん
銃
」
と
あ
る
の
は

、
「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長

「
事
故
特
殊
銃
」
と
、
「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四

（
長
官
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
長
官
」
と
あ
る
の

項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、



は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号

「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
四
条
第
一
項

」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
一
号
」

中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規

と
、
「
所
轄
庁
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察
本
部
」
と
、
拳
銃
規

範
別
記
様
式
第
一
号
」
と
、
「
所
轄
庁
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警

範
第
二
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
「
別
記

察
本
部
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警

様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様

察
本
部
長
」
と
、
「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用

式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
銃
の
検
査
に
関
す
る
拳
銃
規
範
の
準
用
）

（
特
殊
銃
の
検
査
に
関
す
る
け
ん
銃
規
範
の
準
用
）

第
二
十
条

拳
銃
規
範
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
等
の
検
査
に
つ
い
て
準
用

第
二
十
条

け
ん
銃
規
範
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
等
の
検
査
に
つ
い
て
準

す
る
。

用
す
る
。



備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
服
装
等
）

（
服
装
等
）

第
四
条

［
略
］

第
四
条

［
同
上
］

２

警
察
官
は
、
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公

２

警
察
官
は
、
警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家

安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
及
び
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成

公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
及
び
警
察
官
等
警
棒
等
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平

十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
拳
銃
及

成
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
け
ん

び
警
棒
を
着
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

銃
及
び
警
棒
を
着
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

［
略
］

３

［
同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

（
警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
二
条

法
第
三
条
第
四
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か

に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
七
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

二
之
湯

智



別添５



（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
六
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
六
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
号
の

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
罪
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
定
め
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
違
法
な
行
為
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第

三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第

三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二

号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一

項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び

第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
古
物
営
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

古
物
営
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

古
物
営
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
三
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
四
号
の
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
三
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
三
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三
十

略
﹈

﹇
一
〜
三
十

同
上
﹈

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条

第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一

条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十

八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号

（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

略
﹈

﹇
三
十
二
〜
五
十
九

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
三
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
二
条

法
第
三
条
第
四
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各

第
二
条

［
同
上
］

号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

別添６



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
六
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す

第
六
条

［
同
上
］

る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

第
一
条

［
同
上
］

と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
罪
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則

［
同
上
］

で
定
め
る
違
法
な
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と

す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で

、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一

、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三

十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号

十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の

か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の

十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し

十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第

く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二

四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条

十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
罪

の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

古
物
営
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
三
号
の
国
家
公
安
委

第
一
条

［
同
上
］

員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行

為
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

第
一
条

［
同
上
］

い
う
。
）
第
三
条
第
四
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
三
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

第
三
条

［
同
上
］

る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

［
一
～
三
十

略
］

［
一
～
三
十

同
上
］

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

三
十
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
七
か
ら
第
三
十
一
条
の
九

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

ま
で
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

項
、
第
三
十
一
条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第

十
一
条
の
十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
十
二

三
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第

条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
十
五
条
第
二
号
（
第
二
十
二

二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

定
す
る
罪

罪

［
三
十
二
～
五
十
九

略
］

［
三
十
二
～
五
十
九

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。


